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１
．
は
じ
め
に

　

戦
後
復
興
期
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
確
保
の
要
請
か
ら
、
石
炭
生
産
が
急
が

れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
福
岡
市
に
お
い
て
も
市
内
炭
鉱
の
出
炭

量
は
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
度
の
七
万
八
千
ト
ン
か
ら
二
十
三
年
度
に
は

十
九
万
五
千
ト
ン
へ
と
急
増
し
て
い
る（

　
）
１

。
さ
ら
に
そ
の
間
に
、
市
内
炭
鉱
数
は
二
炭

鉱
か
ら
四
炭
鉱
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
様
な
中
で
福
岡
市
の
よ
う
な
都
市
部
に
お

い
て
も
、
極
め
て
小
規
模
な
炭
鉱
開
発
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、

当
該
時
期
の
福
岡
市
に
お
け
る
零
細
炭
鉱
を
採
り
上
げ
て
、
そ
の
様
な
小
規
模
炭
鉱

開
発
の
様
子
を
概
観
し
て
み
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
戦
後
、
現
在
の
福
岡
市
域
に
お
い

て
は
デ
ー
タ
が
判
明
す
る
限
り
で
は
五
ヶ
所
の
炭
鉱
で
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
ら
の
内
で
小
規
模
零
細
炭
鉱
の
採
掘
に
関
す
る
記
述
は
管
見
の
限
り
で
は
実
に

少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

例
え
ば
、『
福
岡
市
々
勢
要
覧
』
で
は
、「
本
市
の
周
辺
に
は
早
良
、
月
隈
、
府

内
、
福
豊
の
四
炭
鉱
が
あ
る
が
五
〇
〇
〇
～
六
〇
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
の
良
質
炭
を
産
出

し
て
い
る
。････････

月
隈
、
府
内
、
福
豊
の
三
炭
鉱
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
そ
の

産
出
量
の
約
二
分
の
一
は
市
販
に
供
し
、
主
と
し
て
家
庭
用
炭
に
用
い
ら
れ
て
い
る

が
、
福
豊
炭
鉱
は
特
に
電
力
用
と
し
て
そ
の
産
出
量
の
三
分
の
一
を
名
島
火
力
発
電

所
に
供
給
し
て
い
る
」（

　
）
２

と
触
れ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
さ
ら
に
『
福
岡
市
史
』
に

お
い
て
も
、
中
小
炭
鉱
の
開
坑
と
生
産
等
の
様
子
は
「
昭
和
二
十
三
年
に
は
市
内

に
お
い
て
府
内
筑
紫
炭
鉱
が
採
掘
を
開
始
し
、
ま
た
福
豊
炭
鉱
（
田
島
）
が
開
坑
し

た
。
こ
の
ほ
か
蒲
田
炭
鉱
、
本
香
椎
炭
鉱
（
当
時
の
多
々
良
村
）
が
開
坑
し
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
小
規
模
、
短
期
間
の
も
の
で
、
二
〜
三
年
の
採
掘
の
後
に
閉
山
し
て

い
る
。･･････

月
隈
、
府
内
、
福
豊
の
三
炭
鉱
は
、
出
炭
量
も
年
産
一
万
ト
ン
か

ら
二
万
ト
ン
台
と
少
な
く
、
二
分
の
一
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
市
販
に
供
し
、
小
規
模

工
場
の
燃
料
炭
、
一
般
家
庭
用
炭
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
な
お
福
豊
炭
鉱
は
、
電
力

用
炭
と
し
て
そ
の
産
出
量
の
三
分
の
一
を
、
名
島
火
力
発
電
所
に
供
給
し
て
い
た
。

･･････
富
士
月
隈
炭
鉱
（
下
月
隈
）
が
三
十
年
七
月
よ
り
新
た
に
開
坑
し
、
さ
ら

に
翌
三
十
一
年
か
ら
は
田
島
炭
鉱
（
田
島
）
が
出
炭
を
開
始
し
て
い
る
」（

　
）
３

と
さ
れ
て

い
る
に
過
ぎ
ず
、
個
々
の
炭
鉱
に
関
し
て
は
出
炭
量
さ
え
、
そ
の
様
子
を
窺
い
知

【
論
説
】
戦
後
復
興
期
に
お
け
る
福
岡
市
内
の
零
細
炭
鉱

︱
―
三
戸
鉱
業
福
豊
炭
鉱
・
田
島
炭
鉱
の
事
例
︱
―

永

江

眞

夫
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る
こ
と
は
出
来
な
い
。
と
こ
ろ

で
、
表
１
に
示
し
た
の
が
現
在

の
市
域
内
五
ヶ
所
に
あ
っ
た
炭

鉱
の
出
炭
量
で
あ
る
が
、
年
間

出
炭
量
が
一
〇
万
ト
ン
を
超
え

る
の
は
早
良
鉱
業
と
西
戸
崎
炭

鉱
の
二
ヶ
所
で
あ
り
、
そ
の
他

は
前
記
の
引
用
か
ら
も
判
る
よ

う
に
年
産
一
～
二
万
ト
ン
と
い

う
零
細
規
模
の
炭
鉱
で
、
そ
の

何
れ
も
が
昭
和
三
十
一
年
か
ら

三
十
五
年
に
か
け
て
石
炭
鉱
業

合
理
化
事
業
団
（
以
下
、「
事

業
団
」
と
略
記
）
に
売
却
さ
れ

て
閉
山
し
て
お
り（

　
）
４

、
開
坑
か
ら

閉
山
ま
で
一
〇
年
前
後
と
い
う

短
命
の
炭
鉱
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
様
な
零
細
炭
鉱
の

中
か
ら
、
出
炭
量
と
し
て
は
零

細
炭
鉱
中
で
は
最
も
大
き
く
、

現
在
の
福
岡
市
城
南
区
別
府
・

田
島
に
あ
っ
て
、
三
戸
章
に

よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
「
福

豊
炭
鉱
」
と
「
田
島
炭
鉱
」
を

採
り
上
げ
て
、当
該
炭
鉱
の
一
生
に
関
し
て
若
干
の
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

と
は
言
え
、
残
念
な
こ
と
に
同
炭
鉱
の
経
営
に
関
す
る
資
料
は
失
わ
れ
て
お
り（

　
）
５

、
い

わ
ば
内
部
資
料
な
し
で
個
別
企
業
（
し
か
も
個
人
企
業
）
の
経
営
を
検
討
し
よ
う
と

す
る
聊
か
無
謀
な
試
み
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
刊
行
物
と
聞
き
取
り（

　
）
６

に
よ
っ
て
同
炭

鉱
経
営
の
概
観
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
に
過
ぎ
ず
、
当
該
企
業
の
損
益
や
財
務
に

関
し
て
は
検
討
対
象
と
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
さ
ら
に
、
概
観
を
与
え
る
と
い
う

様
な
作
業
さ
え
も
、
性
格
や
来
歴
の
異
な
る
諸
資
料
を
相
互
に
参
照
し
つ
つ
推
測
に

推
測
を
重
ね
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
資
料
相
互
の
矛
盾
や
相
違
を
統
一
的
に

確
認
・
解
釈
で
き
な
い
ま
ま
に
大
変
に
混
乱
し
た
記
述
に
な
る
こ
と
は
避
け
得
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
即
ち
、
個
別
企
業
検
討
の
試
み
と
し
て
は
、
フ
ァ
ク
ト
フ
ァ
イ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
限
っ
て
さ
え
大
き
な
制
約
を
孕
ん
で
い
る
と
い
う
点
を
予
め
断
っ
て

お
き
た
い
。

　

さ
て
本
稿
で
は
、
先
ず
、
現
在
で
は
住
宅
地
に
な
っ
て
そ
の
跡
形
さ
え
も
見
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
、
主
力
炭
鉱
で
あ
っ
た
福
豊
炭
鉱
の
所
在
位
置
を
確
認
し
、
さ
ら

に
企
業
体
と
し
て
の
同
鉱
の
概
略
を
示
し
た
後
に
、「
鉱
区
一
覧
」
に
見
え
る
福
豊
・

田
島
両
鉱
の
様
子
を
紹
介
し
、
出
炭
量
、
従
業
員
数
、
炭
質
等
の
確
認
を
し
て
い
き

た
い
。
さ
ら
に
両
鉱
の
閉
山
に
触
れ
、
最
後
に
、
結
び
に
代
え
て
両
鉱
の
経
営
者
で

あ
っ
た
三
戸
章
の
経
営
者
活
動
を
極
く
簡
単
に
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

２
．
福
豊
炭
鉱
の
位
置

　

こ
こ
で
は
、
福
豊
炭
鉱
の
位
置
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
同
鉱
の
敷
地
は
福
岡
市

の
西
部
に
あ
た
る
旧
草
香
江
本
町
か
ら
旧
大
字
田
島
に
か
け
て
拡
が
っ
て
い
た
。
こ

れ
を
も
う
少
し
詳
し
く
「
字
図
」（
図
１
）
か
ら
確
認
し
て
お
く
と
旧
田
島
と
草
香

江
本
町
一
丁
目
（
現
在
は
別
府
二
丁
目
と
田
島
二
丁
目
）
と
の
境
が
、
主
要
な
炭
鉱

炭鉱名 23年 25年 26年 27年度 28年度 32年度
早良 生産量（t） 169,406 135,198 158,102 154,542 168,638 198,600

従業員数（人） 2,433 1,553 1,535 1,638 1,389 1,184
西戸崎 生産量（t） 116,952 84,960 92,400 87,820 100,140 85,000

従業員数（人） 1,028 748 762 855 788 623
月隈 生産量（t） 19,459 16,198 9,917 10,567 11,905 37,600

従業員数（人） 256 164 166 219 179 172
府内筑紫 生産量（t） 4,972 10,532 8,690 14,361 13,286

従業員数（人） 104 91 108 153
福豊 生産量（t） 1,236 10,116 12,922 26,100 22,447 23,000

従業員数（人） 34 48 95 170 145 105
田島 生産量（t） 51 10,000

従業員数（人） 72
合計 生産量（t） 312,076 257,004 282,031 293,390 316,416 354,200

従業員数（人） 3,855 2,604 2,666 3,035 2,501 2,156

西戸崎は糟屋郡志賀村 従業員数は鉱員・
職員合計

従業員数は
労務者数

出典 九州石炭統計年鑑 本邦鉱業の趨勢 本邦鉱業の趨勢 九州石炭統計年鑑 九州石炭統計年鑑 全国炭鉱要覧
昭和33年３月末

福豊生産量比率（%） 0.4 3.9 4.6 8.9 7.1 6.5
空欄は不明

表１　福岡市内炭鉱
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地
域
の
北
限
（
一
部
住
宅
を
除
く
）、
菊
地
参
道
（
現
在
の
城
南
学
園
通
り
）
が
西

端
と
な
っ
て
い
る
。
又
、
南
端
付
近
に
は
鉱
主
で
あ
っ
た
三
戸
章
の
住
宅
が
存
在
す

る
。
さ
ら
に
、「
土
地
建
物
配
置
図
（
福
豊
炭
坑
附
近
）」（
以
下
「
配
置
図
」
と
略

記
、
図
２
）
か
ら
、
坑
口
は
現
在
の
田
島
二
丁
目
二
三
～
二
四
番
地
付
近
と
推
定
出

来
る
。
同
図
に
示
さ
れ
た
坑
道
は
本
坑
が
東
向
き
（
樋
井
川
方
面
）
に
、
第
三
坑
が

稍
南
東
向
き
（
田
島
方
面
）
に
向
か
っ
て
い
る
。
但
し
、
図
に
は
坑
道
と
し
て
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、「
昭
和
二
十
七
年
八
月
、
草
ヶ
江
本
町
一
・
二
・
三
丁
目
の
地
下
の

石
炭
採
掘
に
関
し
、
当
時
の
『
福
豊
炭
坑
』
代
表
者　

三
戸　

章
氏
（
現
在　

田
島

在
住
）
と
、
草
ヶ
江
本
町
居
住
者
代
表　

町
世
話
人　

筒
井
猶
勝
（
戸
数　

二
二
〇

戸
余
）、
立
会
人　

当
時
の
市
議
会
議
員
深
沢　

充
氏
に
て
、
本
町
地
下
石
炭
採
掘

の
件
、
承
認
の
契
約
書
を
取
り
か
わ
し
、
そ
の
代
償
と
し
て
、
一
金　

四
拾
万
円
也
。

居
住
者
代
表
、
筒
井
猶
勝
氏　

受
け
取
り
、
町
特
別
会
計
と
し
て
積
み
立
て
、
そ
の

後
毎
年　

一
金　

拾
万
円
也
の
迷
惑
料
と
し
て
受
け
取
り
、
特
別
会
計
へ
積
立
、
其

後
四
ヶ
年
継
続
な
す
」（

　
）
７

と
言
う
か
ら
、
採
掘
範
囲
は
同
鉱
敷
地
か
ら
北
側
へ
、
草
香

江
本
町
方
面
へ
も
広
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
又
、
同
図
か
ら
ホ
ッ
パ
ー
（
写
真

１
参
照
）
位
置
も
確
認
で
き
る
が
、
米
軍
が
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
に
撮
影

し
た
航
空
写
真（

　
）
８

に
も
、「
配
置
図
」
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
位
置
関
係
が
異
な
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、ホ
ッ
パ
ー
は
鮮
明
に
写
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
配
置
図
」

の
ホ
ッ
パ
ー
側
の
長
方
形
の
建
築
物
は
、
坑
口
の
直
ぐ
側
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
選

炭
場
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
航
空
写
真
上
で
は
確
認
で
き
な
い
。

　

そ
の
他
の
建
物
の
内
で
「
配
置
図
」
の
最
上
部
に
六
戸
と
右
斜
め
上
に
一
〇
戸
、

整
然
と
並
ん
で
い
る
建
物
は
従
業
員
の
住
宅
で
あ
っ
た（

　
）
９

。
又
、
同
図
最
下
部
の
大
き

な
建
物
が
先
に
も
触
れ
た
三
戸
章
の
住
宅
で
あ
る（

　
）
10

。
こ
れ
ら
以
外
の
建
物
に
関
し
て

は
、
そ
の
用
途
等
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、「
配
置
図
」
左

図１　字図
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図２　土地建物配置図
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上
方
か
ら
来
る
道
路
が

敷
地
に
突
き
当
た
る
辺

り
に
同
鉱
の
正
門
が

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
の
で（

　
）
11

、
そ
の
左
脇
に

あ
る
比
較
的
大
き
な
建

物
が
事
務
所
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。
又
、
三
戸
鉱

業
が
経
営
し
て
い
た
も

う
一
つ
の
炭
鉱
で
あ
る

田
島
炭
鉱
に
関
し
て
は

図
面
等
の
資
料
は
入
手

し
て
い
な
い
。
た
だ
、

同
炭
鉱
の
位
置
は
現
在

ダ
イ
エ
ー
笹
丘
店
と
マ

イ
マ
イ
ス
ク
ー
ル
自
動

車
学
校
（
現
福
岡
市
中

央
区
笹
丘
一
丁
目
）
が

あ
る
場
所
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
改
め

て
触
れ
る
こ
と
に
し
た

い
。

３
．
企
業
体
と
し
て
の
三
戸
鉱
業
と
福
豊
炭
鉱
・
田
島
炭
鉱

　

表
２
は
各
種
の
「
名
簿
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
福
豊
炭
鉱
に
関
す
る
記
述
を
纏
め

た
も
の
で
あ
る
が
、
同
表
に
よ
っ
て
同
鉱
の
「
外
観
」
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
最
初

に
福
豊
炭
鉱
の
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年

の
「
福
豊
炭
鉱
鉱
業
所
」
と
い
う
記
載
で
あ
る（

　
）
12

。
鉱
業
権
者
（
所
長
）
は
二
宮
佐
久

間
と
い
う
人
物
で
、
同
氏
は
別
府
市
の
旅
館
業
者
と
い
う（

　
）
13

。
同
鉱
の
経
営
は
会
社
組

織
（
資
本
金
一
八
〇
万
円
）
を
採
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
事
務
所
所
在
地
は
福

岡
市
塩
屋
町
（
現
鳥
飼
四
丁
目
）
と
あ
る
。
同
鉱
の
開
坑
に
つ
い
て
は
「
ご
存
知
で

す
か　

市
内
に
マ
メ
炭
鉱　

田
島　

鉱
員
の
大
半
は
通
勤
者　

福
岡
市
内
に
日
産
七

ト
ン
、
ボ
タ
山
六
尺
の
マ
メ
炭
鉱
が
で
き
た
。
同
市
田
島
の
福
豊
炭
鉱
が
そ
れ
で
一

帯
の
高
台
を
煉
瓦
土
管
焼
用
に
け
ず
り
と
っ
て
い
る
う
ち
に
露
頭
が
現
れ
た
も
の

で
、
別
府
の
二
宮
佐
久
間
氏
が
六
月
か
ら
採
炭
を
始
め
い
ま
で
は
鉱
員
二
六
名
、
炭

車
五
台
を
備
え
坑
道
か
ら
は
ク
レ
ー
ン
の
響
き
も
快
く
ヤ
マ
の
宝
を
運
び
出
し
て
い

る
、
鉱
員
の
三
分
の
二
は
通
勤
者
で
い
わ
ゆ
る
『
飯
場
』
も
な
く
ヤ
マ
の
気
分
も
見

ら
れ
ず
和
気
あ
い
あ
い
で
働
い
て
い
る
、
鉱
員
さ
ん
た
ち
は
『
来
年
中
に
月
産
千
ト

ン
に･････

』
と
は
り
き
っ
て
い
る
（
写
真
は
福
豊
炭
鉱
）」（

　
）
14

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

二
十
三
年
六
月
か
ら
採
炭
が
開
始
さ
れ
て
い
る
様
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点

は
後
に
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
又
、
同
記
事
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
は
印

刷
の
関
係
上
は
っ
き
り
し
な
い
が（

　
）
15

、
西
日
本
新
聞
社
が
所
蔵
し
て
い
る
同
鉱
の
写
真

で
は
、
炭
車
（
ト
ロ
ッ
コ
）
を
押
し
て
い
る
労
働
者
の
身
長
か
ら
判
断
す
る
と
、
坑

口
の
大
き
さ
は
人
間
が
や
っ
と
立
っ
て
通
れ
る
程
度
の
規
模
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

（
写
真
２
参
照
）。

写真１　福豊炭鉱設備（三戸美雪氏提供）
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表 2　各種名簿
福豊炭 田島炭鉱 北九州石炭 西部石炭販

売株式会社

資料名 福岡商工名
鑑１９４９

昭和十八年度
帝国商工信用

録地方版

日本経済産業名鑑
1９５４ 昭和二十九

年度（西部版）
全九州鉱工
業者名鑑

昭和二十九年
三月　九州
炭鉱名簿

石炭年鑑
１９５４年版

昭和三十年版
帝国商工信用

録地方版
全国炭鉱要覧昭
和 33 年３月末

全国炭鉱要覧昭
和 33 年３月末

福岡県商工
要覧

日本経済産業名
鑑１９５４ 　昭和

二十九年度（西部版）
石炭年鑑

1952

事業所名 福豊炭鉱鉱
業所 福豊炭鉱 三戸鉱業

福豊炭鉱 福豊 福豊 三戸鉱業福豊
炭鉱・田島炭鉱

三戸鉱業
福豊炭鉱 福豊炭鉱 田島炭鉱 田島

代表登録番号 福採 1,596
経営組織 個人 個人 株式会社 株式会社

住所 福岡市塩屋
町１―３

福岡市草香江
本町２丁目

福岡市草香江
本町２

福岡市草香江
本町２丁目

福岡市草香江
本町２丁目

福岡市草香江
本町２丁目・

大字田島
福岡市草香江

本町２
福岡市草香江
本町２丁目

福岡市草香江
本町２丁目

福岡市田島
1347（福岡市
田島 1418）

若松市本
町２丁目
１６６

福岡市下西
町２

営業 石炭採掘 石炭採掘
及販売 石炭採掘業 石炭採掘

及販売 石炭販売 福豊炭鉱
特約店

資本金(円) 180,000 50,000,000 5,000,000

設立 昭和 24 年
７月

昭和 23 年
11 月

昭和 24 年 8 月
18 日稼行開始

昭和 24 年
７月

昭和 27 年 7 月
21日

昭和 27 年 7 月
21日

昭和 16 年
12 月 27 日

昭和24年
７月

鉱主（鉱業権者） 二宮佐久間
( 所長 ) 三戸章 三戸章

( 代表者） 三戸章 三戸章
外一名 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 藤江正泰

（社長）
内田仁

（社長）

鉱長 村上百合一
（兼鉱務部長）

村上百合一
（兼資材課長）

村上百合一 村上百合一 村上百合一 武内礼蔵
（会長）

浅野正夫
（常務）

総務部長 村上五一 村上五一（兼
勤労課長） 村上五一 富安元次郎

（副社長）
磯辺岩生
（常務）

生産部長 赤司和太郎

採鉱課長 井上弘 秋吉千次郎
（常務）

工作課長 光永登 光永登 古賀光生
（取締役）

庶務課長 長　寿 長　寿 田中直規
（同）

業務課長 花田忠男 花田忠男 伊藤英二
（同）

経理課長 野村正也 野村正也
生産第一課長 縄田甚之
生産第二課長 井上弘

銀行 福岡 福岡 福岡 福岡 三井 東京、大阪第一
富士支店 三和 富士 富士 三和、帝国、十八

日本興業 富士 大和 福岡 各支店
福岡本店

富士若松支店 日本興業

関係事業所 三戸鉱業
田島炭鉱 田島炭鉱 福豊炭鉱

福 岡、 東 京、
名古屋、大阪、
坂出、広島

若 松 支 店、
久留米支店、
大阪事務所

労働組合 炭労 未組織
組合員数 105

販路 九州一円 北九州石炭
Ｋ K

九州 四国電力、徳
山曹達 , 日華
油脂

中国 名島発電所 阪神 磐 城 セ メン
ト、東海鋼業、
宇部セメント

関西一円 関西 小野田セメン
ト、日本ゴム、
他

出炭量 月産 3,000トン 月産 1,000 ～
3,000トン 月産 2,200トン 月産 4,000・600

（能力）
26,000 トン
昭和 32 年度

10,000 トン
昭和 32 年度 月産 2,000トン 年間取扱

15 万トン
従業員 150 66 110 188 160 178 84 130

職員 40 43
鉱員 26 145

設備 大型トラック
５台

小型１台
乗用車 １台

カロリー 塊炭 6,400 塊炭 6,500
中塊 5,500 中塊 6,000

粉炭 5,000 粉炭 5,000 粉炭 5,800
昭和 23 年度

現在
昭和 27 年度

現在 昭和 28 年現在 昭和 28 年８
月 31 日現在

昭和 29 年度
現在

昭和 29 年度
現在

昭和 34 年度
４月１日現在

参考

福岡炭田平均
カロリー

6,253
本邦鉱業の趨
勢昭和 29 年版

出炭量は
福島・田島
の出炭能力
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写真２　昭和23年開鉱時の福豊炭鉱（西日本新聞社所蔵）
表３　鉱区一覧

年月 23.7 25.7 26.7 27.7 28.7 30.4 31.4 32.4 33.4 34.4 35.4 36.4 37.4
鉱山名称 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊 なし なし 旧福豊

鉱種 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭
登録番号 7717 1596 1596 1596 1596 1596 1596 1596 1596 2183 2183 2183

住所 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市

坑主人名 二宮佐久馬
　外１ 三戸章 外１ 三戸章 外１ 三戸章 外１ 三戸章 外１ 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 石炭鉱業合

理化事業団
石炭鉱業合
理化事業団

石炭鉱業合
理化事業団

鉱業権者
住所

福岡市別府
2311

小野田市北
中川町

小野田市北
中川町

福岡市飯倉
459

福岡市飯倉
459

福岡市田島
1347

福岡市田島
1347

福岡市田島
1347

福岡市田島
1347

面積（坪） 736,000 736,000 736,000 736,000 736,000 736,000 736,000 736,000 736,000 49,980 49,980 49,980
登録年月日 23.07.18
鉱山名称 旧福豊 旧福豊 旧福豊

鉱種 石炭 石炭 石炭
登録番号 2216 2216 2216

住所 福岡市 福岡市 福岡市

坑主人名 石炭鉱業合
理化事業団

石炭鉱業合
理化事業団

石炭鉱業合
理化事業団

面積（坪） 256,380 256,380 256,380
福豊合計 736,000 736,000 736,000 736,000 736,000 736,000 736,000 736,000 306,360 306,360 306,360
鉱山名称 田島 田島 田島 田島 田島 田島 田島 田島 旧田島 旧田島

鉱種 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭
登録番号 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

住所 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市

坑主人名 麻生鉱業 麻生鉱業 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 石炭鉱業合
理化事業団

石炭鉱業合
理化事業団

鉱業権者住
所

飯塚市立岩
1900

飯塚市立岩
1900

面積（坪） 364,330 364,330 364,330 364,330 364,330 364,330 364,330 364,330 364,330 364,330 364,330 364,330 364,330
鉱山名称 田島 田島 田島 田島 田島 田島 田島 田島 旧田島 旧田島

鉱種 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭
登録番号 526 526 526 526 526 526 526 526 2182 2182 2182 2182 2182

住所 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市

坑主人名 麻生鉱業 麻生鉱業 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 三戸章 石炭鉱業合
理化事業団

石炭鉱業合
理化事業団

面積（坪） 121,620 121,620 121,620 121,620 121,620 121,620 121,620 121,620 72,060 72,060 72,060 72,060 72,060
鉱山名称 田島 旧田島

鉱種 石炭 石炭
登録番号 2183 2183

住所 福岡市 福岡市

坑主人名 三戸章 石炭鉱業合
理化事業団

面積（坪） 48,540 48,540
鉱山名称 旧田島

鉱種 石炭
登録番号 2216

住所 福岡市

坑主人名 石炭鉱業合
理化事業団

面積（坪） 256,380
田島面積合

計 485,950 485,950 485,950 485,950 485,950 484,930 436,390 436,390 741,310 436,390

三戸鉱業面
積合計 736,000 736,000 1,221,950 1,221,950 1,221,950 1,221,950 1,221,950 1,220,930 742,750 742,750 741,310 742,750

各年「鉱区一覧」（鉱業関係データベースによる）
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と
こ
ろ
で
、
表
３
に
示
し
た
「
鉱
区
一
覧
」
で
は
、
同
鉱
の
鉱
業
権
者
が
二
宮
佐

久
馬
と
な
っ
て
お
り
、
同
氏
の
住
所
は
福
岡
市
別
府
で
、
鉱
区
は
試
掘
鉱
区
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
登
録
年
月
日
は
昭
和
二
十
三
年
七
月
十
九
日
と

あ
る（

　
）
16

。従
っ
て
、先
の
引
用
記
事
中
に
は「
二
宮
佐
久
間
氏
が
六
月
か
ら
採
炭
を
始
め
」

と
あ
る
が
、
二
宮
は
遅
く
と
も
二
十
三
年
七
月
に
は
採
掘
を
開
始
し
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
福
豊
炭
鉱
の
経
営
を
三
戸
章
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ

る
が
、
先
ず
、
昭
和
二
十
四
年
七
月
に
個
人
経
営（

　
）
17

の
三
戸
鉱
業
が
設
立
さ
れ
る
こ
と

に
な
る（

　
）
18

と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
実
際
の
採
炭
は
「
福
豊
炭
鉱
は
昭
和
廿
四
年
八
月

十
八
日
前
鉱
業
権
者
よ
り
買
収
上
部
層
群
中
の
五
尺
層
を
稼
行
操
業
し
」（

　
）
19

と
さ
れ
て

お
り
、
八
月
に
同
鉱
の
鉱
業
権
を
買
収
し
、
操
業
を
開
始
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
昭
和
二
十
五
年
時
点
で
は
、「
鉱
区
一
覧
」
に
よ
れ
ば
同
鉱
の
鉱
業
権
者

は
「
三
戸
章
外
一
名
」
と
な
っ
て
お
り
、
操
業
開
始
時
期
に
は
三
戸
章
の
他
に
も
う

一
名
の
鉱
業
権
者
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
が
、
こ
の
人
物
が
誰
で
あ
る
か
は

現
在
の
処
確
認
で
き
な
い（

　
）
20

。
又
、
鉱
業
権
者
の
住
所
は
「
小
野
田
市
北
中
川
町
」
と

あ
る（

　
）
21

の
で
、こ
の
時
点
で
は
書
類
上
で
は
三
戸
は
未
だ
福
岡
に
は
居
住
し
て
お
ら
ず
、

出
身
地
の
小
野
田
に
在
住
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
は
炭
鉱
買
収
時
に
は

既
に
福
岡
に
移
転
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

　
）
22

。
そ
の
後
、
二
十
七
年
に
は
鉱
業
権
者
住

所
が
「
福
岡
市
飯
倉
」
に
移
転
、
さ
ら
に
三
十
年
に
は
「
配
置
図
」
に
示
さ
れ
て
い

る
「
福
岡
市
田
島
」
に
移
転
し
て
い
る（

　
）
23

。
ま
た
、
鉱
業
権
者
も
三
十
年
以
降
は
三
戸

章
だ
け
と
な
っ
て
、同
氏
の
完
全
な
個
人
経
営
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。又
、「
配

置
図
」
に
図
示
さ
れ
て
い
る
第
三
坑
は
「
最
近
に
至
り
下
層
群
炭
層
の
七
尺
層
及
八

尺
層
の
賦
存
状
況
を
確
認
し
新
た
に
第
三
坑
を
開
鑿
し
目
下
稼
行
中
で
あ
る
」（

　
）
24

と
言

わ
れ
て
お
り
、
二
十
九
年
五
月
に
開
坑
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る（

　
）
25

。

　

一
方
、「
田
島
炭
鉱
は
従
来
麻
生
鉱
業
株
式
会
社
の
所
有
し
て
い
た
福
採
登
第

一
三
号
並
隣
接
福
採
登
第
五
二
六
号
の
両
鉱
区
を
昭
和
二
十
六
年
五
月
三
十
日
現
鉱

業
権
者
三
戸
章
に
鉱
業
権
の
移
転
登
録
を
し
同
年
七
月
九
日
合
併
鉱
業
施
業
案
の
認

可
を
得
て
同
年
七
月
二
七
日
本
卸
坑
道
の
開
鑿
に
着
手
」（

　
）
26

と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、

昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
五
月
に
鉱
業
権
が
三
戸
章
に
移
転
し
、
同
年
七
月
に

開
坑
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、「
鉱
区
一
覧
」
に
は
二
十
七
年
か
ら
「
田

島
炭
鉱
」
と
し
て
記
載
さ
れ
始
め
、
鉱
業
権
者
は
当
初
か
ら
三
戸
章
一
名
だ
け
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
田
島
炭
鉱
」
鉱
区
の
歴
史
は
福
豊
炭
鉱
に
比
べ
る
と
極
め

て
古
く
、
最
初
に
同
所
に
鉱
区
が
設
定
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年

の
こ
と
で
、
鉱
区
登
録
番
号
は
「
特
六
七
一
六
」、
鉱
主
は
上
原
泰
利
と
い
う
人
物

で
あ
る（

　
）
27

。
そ
の
後
、明
治
四
十
年
に
登
録
番
号
が
「
採
一
三
」
と
変
更
さ
れ（

　
）
28

、さ
ら
に

明
治
四
十
三
年
に
な
っ
て
採
掘
鉱
区
増
区
が
許
可
さ
れ
た
上
で
、
鉱
主
が
国
松
貞
徳

と
い
う
人
物
に
交
替
し
て
い
る
。
他
方
、
登
録
番
号
「
採
五
二
六
」
鉱
区
は
、
明
治

四
十
三
年
に
は
登
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り（

　
）
29

、
同
鉱
区
は
「
友
泉
炭
鉱
」
の
名
称

で
採
炭
し
て
お
り
、
同
年
の
鉱
産
額
が
九
八
七
三
四
五
斤
（
約
一
、六
四
五
ト
ン
）
と

記
録
さ
れ
て
い
る（

　
）
30

。
そ
の
後
、
こ
の
両
鉱
区
共
に
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
か
ら
六

年
に
か
け
て
麻
生
太
郎
（
麻
生
商
店
）
に
所
有
権
が
移
り（

　
）
31

、
つ
い
に
は
前
記
の
如
く

昭
和
二
十
六
年
に
三
戸
に
所
有
権
が
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
表
２
に
戻
っ
て
同
鉱
の
経
営
組
織
と
経
営
陣
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

鉱
業
権
者
＝
鉱
主
は
一
貫
し
て
三
戸
章
（
昭
和
二
十
九
年
以
前
に
お
け
る
「
外
一
名
」

に
つ
い
て
は
、
人
物
を
確
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
間
も
代
表
者
は
三
戸
章
で
あ
る
）

と
な
っ
て
お
り
、
彼
が
最
高
の
経
営
責
任
者
で
あ
る
。
彼
の
下
で
現
場
責
任
者
で
あ

る
鉱
長
は
村
上
百
合
一
が
少
な
く
と
も
二
十
八
年
以
降
は
一
貫
し
て
務
め
て
い
る
。

又
、
総
務
部
長
と
し
て
村
上
五
一
の
名
前
が
見
え
る
。
従
っ
て
、
三
戸
と
村
上
と
が

協
力
し
て
一
族
で
炭
鉱
経
営
を
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

　
）
32

。
個
人
経
営
の
企
業
と
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し
て
は
、
極
く
当
然
の
ト
ッ
プ
構
成
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
経
営
組

織
は
昭
和
二
十
八
年
と
考
え
ら
れ
る
段
階
で
は
、
鉱
長
、
鉱
務
部
、
総
務
部
、
採
鉱

課
、
工
作
課
、
庶
務
課
、
業
務
課
、
経
理
課
と
す
る
資
料
が
あ
り（

　
）
33

、
さ
ら
に
お
そ
ら

く
は
二
十
九
年
段
階
で
は
鉱
長
、
総
務
部
、
生
産
部
、
資
材
課
、
勤
労
課
、
工
作
課
、

庶
務
課
、
業
務
課
、
経
理
課
、
生
産
第
一
課
、
生
産
第
二
課
と
す
る
資
料
が
あ
る（

　
）
34

。

こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
第
三
坑
開
坑
に
よ
る
生
産
の
拡
大
に
伴
っ
て
機
構
の
再
編
成

が
実
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
れ
ば
、
採
鉱
課
が
生
産
第
一
課
と
第
二
課
に
分
離
さ
れ

（
採
鉱
課
長
の
井
上
弘
が
生
産
第
二
課
長
に
横
滑
り
）、
鉱
務
部
が
生
産
部
に
改
編
さ

れ
た
も
の
と
言
え
よ
う（

　
）
35

。

　

販
路
は
地
域
的
に
は
九
州
・
中
国
・
関
西
方
面
と
な
っ
て
い
て
、
西
日
本
全
域

に
亘
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

　
）
36

。
又
、
販
売
先
企
業
等
と
し
て
は
前
記
の
如
く
二
分
の

一
は
市
販
で
、
三
分
の
一
が
名
島
発
電
所
向
け
だ
っ
た
と
も
言
わ
て
い
る（

　
）
37

。
さ
ら
に

「
日
本
ゴ
ム
、
高
千
穂
製
紙
（
糟
屋
郡
）、
大
阪
セ
メ
ン
ト
、
名
古
屋
、
四
国
塩
田
地

帯
、
大
分
国
立
病
院
、
市
内
の
お
風
呂
屋
さ
ん
」（

　
）
38

等
も
福
豊
炭
の
販
売
先
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
取
引
先
石
炭
商
と
し
て
は
「
北
九
州
石
炭
」（

　
）
39

と
、
特
約

店
と
し
て
「
西
部
石
炭
販
売
」（

　
）
40

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
北
九
州
石
炭
は
戦

時
期
の
統
制
会
社
の
後
身
で
、
長
崎
県
を
除
く
北
九
州
地
方
所
在
の
中
小
炭
鉱
の
石

炭
を
取
り
扱
っ
て
お
り（

　
）
41

、同
社
の
社
長
（
後
に
会
長
）
で
あ
っ
た
武
内
礼
蔵
は
、「（
昭

和
二
十
六
年･･･

引
用
者
）
政
府
や
電
力
会
社
に
協
力
し
て
、
電
力
用
炭
の
確
保
に

懸
命
の
努
力
を
し
た
。
と
く
に
、
九
州
電
力
、
関
西
電
力
、
四
国
電
力
に
協
力
し

た
」

（
　
）
42

、「（
昭
和
三
十
二
年･･･

引
用
者
）
電
力
用
炭
の
斡
旋
に
協
力
を
お
し
ま
な
か
っ

た
。
中
で
も
、
四
国
電
力
は
、
戦
中
、
戦
後
を
通
じ
て
、
北
九
州
石
炭
の
最
大
の
取

引
先
で
あ
り･･････

」（
　
）
43

等
と
あ
る
よ
う
に
、
戦
後
復
興
期
に
は
電
力
用
炭
の
供
給

に
努
力
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
福
豊
炭
鉱
の
石
炭
が
九
電
の
名
島
発
電

所
に
納
入
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
北
九
州
石
炭
の
ル
ー
ト
に
乗
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
戦
後
の
名
島
発
電
所
に
お
け
る
石

炭
購
入
高
は
、
表
４
に
見
る
よ
う
に
昭
和
二
十
二
年
度
で
約
十
四
万

ト
ン
、
二
十
五
年
度
で
約
十
七
万
ト
ン
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
発
電

所
は
増
設
工
事
を
行
い
新
た
な
設
備
が
昭
和
二
十
八
年
一
月
か
ら
稼

働
し
て
い
る（

　
）
44

。
そ
れ
に
伴
っ
て
同
発
電
所
の
購
入
石
炭
量
が
ど
の
様

に
変
化
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
も
し
以
下
に
見
る
福
豊
出
炭
量
の

三
分
の
一
（
七
～
八
千
ト
ン
）
が
同
発
電
所
に
納
入
さ
れ
て
い
た
と

す
れ
ば
、
こ
の
増
設
に
伴
う
措
置
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う

が
、
何
れ
に
し
て
も
福
豊
炭
の
占
め
る
比
率
は
精
々
五
％
程
度
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
又
、
西
部
石
炭
販
売
に
関
し
て
言
え
ば
、
同
発
電

所
以
外
の
日
本
ゴ
ム
や
セ
メ
ン
ト
会
社
が
西
部
石
炭
販
売
の
主
要
販
売
先
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（

　
）
45

、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
こ
れ
ら
の
会
社
へ
の
販
売
は
同
社

の
販
売
網
に
依
る
も
の
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
何
れ
に
し
て
も
販
路
を
示

唆
す
る
諸
資
料
が
ど
れ
も
何
時
の
時
点
で
の
販
路
を
示
し
た
も
の
な
の
か
が
不
明
な

の
で
、
前
記
の
各
販
路
が
同
時
に
存
在
し
て
い
た
と
は
言
え
ず
、
従
っ
て
販
路
の
大

き
な
変
化
が
な
か
っ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
同
鉱
炭

の
輸
送
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
、
も
う
一
度
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

４
．
福
豊
炭
鉱
・
田
島
炭
鉱
の
出
炭
量
・
炭
質
・
輸
送
及
び
従
業
員
数

  

表
５
は
福
豊
炭
鉱
と
田
島
炭
鉱
の
出
炭
量
と
従
業
員
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
先
ず
、同
表
に
よ
っ
て
両
炭
鉱
の
出
炭
量
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。
但
し
、

同
表
備
考
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、同
鉱
の
出
炭
量
を
一
貫
し
て
示
し
た
資
料
は
な
く
、

表 4　名島発電所石炭受入量
年次 昭和 22 年度 23 24 25

受入量（ﾄﾝ） 140,043 131,057 111,174 171,527
消費量（ﾄﾝ） 138,041 133,236 110,479 176,197

日本発送電「石炭受入消費貯炭量発電所別月別明細表」
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各
種
の
資
料
に
示
さ
れ
た
出
炭
量
を
表
出
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
同

一
年
次
に
お
い
て
も
出
炭
量
に
相
違
が
見
ら
れ
た
り
、
示
さ
れ
て
い
る
出
炭
量
が

年
産
で
あ
っ
た
り
月
産
で
あ
っ
た
り
、
又
、
実
際
の
出
炭
量
な
の
か
出
炭
能
力
を

示
し
た
も
の
な
の
か
、
何
と
も
様
々
な
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら

同
鉱
の
実
際
の
出
炭
量
を
一
貫
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
各
資
料
を

相
互
に
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
出
炭
量
を
推
測
す
る
し
か
な
い
の
で
、
こ
こ
で
も
ま

た
記
述
が
混
乱
し
て
判
り
に
く
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
度
（
二
宮
時
代
）
の
出
炭
量
は

一
、二
〇
〇
ト
ン
内
外
で
極
め
て
少
な
い
が
、
稼
行
期
間
が
ど
れ
程
か
判
明
し
な
い
の

で
、
そ
の
後
の
同
鉱
の
規
模
と
は
単
純
に
は
比
較
で
き
な
い
。
も
し
、
同
鉱
が
七

月
か
ら
稼
行
し
て
い
た
と
す
れ
ば
月
産
二
〇
〇
ト
ン
（
年
産
二
、四
〇
〇
ト
ン
）
程

度
と
極
め
て
零
細
な
炭
鉱
と
な
る
し
、
十
一
月
か
ら
稼
行
し
て
い
た
と
す
れ
ば
月
産

六
〇
〇
ト
ン
（
年
産
七
、二
〇
〇
ト
ン
）
程
度
の
小
規
模
炭
鉱
と
い
う
こ
と
に
な
る（

　
）
46

。

　

次
い
で
、
三
戸
鉱
業
の
経
営
に
移
っ
た
後
の
二
十
五
、二
十
六
年
度
は
一
万
ト
ン

前
後
に
出
炭
量
は
増
加
し
て
お
り
「
月
産
千
ト
ン
」
の
目
標
は
達
成
し
て
い
る
如

く
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
十
七
～
二
十
九
年
度
は
そ
れ
以
前
の
二
倍
程
度
の
二
万

ト
ン
台
に
増
加
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
市
内
小
規
模
炭
鉱
の
内
で
は
最
大
規
模
の

出
炭
量
を
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
増
加
の
要
因
は
不
明
だ
が
、
二
十
九
年
の
半
ば

頃
に
稼
働
し
始
め
た
と
思
わ
れ
る
第
三
坑
開
坑
の
影
響
は
そ
れ
程
顕
著
に
は
見
ら

れ
な
い
。
そ
の
後
の
出
炭
量
は
資
料
に
よ
っ
て
差
違
が
あ
っ
て
簡
単
に
は
判
断
で

き
な
い
の
で
あ
る
が
、
同
鉱
が
亊
業
団
に
売
却
申
込
を
し
た
の
が
後
述
す
る
よ
う

に
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
十
二
月
二
十
六
日
で
あ
り
、
そ
の
以
前
三
ヶ
年

の
平
均
出
炭
量
が
二
六
、四
九
六
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
か
ら（

　
）
47

、
三
十
～
三
十
二
年
の

三
ヶ
年
に
約
八
万
ト
ン
の
出
炭
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
表
出
す
る
よ
う

表５　出炭量・従業員数
年次　昭和 23 年度 25 年 26 年 27 年度 28 年度 29 年 30 年 32 年 32 年度 32 年度 32 年 33 年 34 年

名称 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊
鉱業権者 二宮佐久間 三戸章 三戸章

所在地 福岡市
草香江本町

前年繰越量（ｔ） 59 19
年間生産量（ｔ） 1,236 10,116 12,922 26,100 22,447 48,000 21,000 36,000 23,000 19,600 26,496
年間出荷量（ｔ） 12,574
年末貯炭量（ｔ） 34
年 末 従 業 者 数 50 48 95 170 145 138 176

労務者坑内 16 81 71 105

労務者坑外 26 48 32

職員坑内 4 12 15 33

職員坑外 4 29 27

出典 九州石炭
統計年鑑

本邦鉱業
の趨勢

本邦鉱業
の趨勢

九州石炭
統計年鑑

九州石炭
統計年鑑 石炭年鑑 石炭年鑑 石炭年鑑

全国炭鉱要
覧昭和33年

３月末
九州時代別
炭鉱名簿

団史　整備
編「買収炭
鉱一覧表」

名称 田島 田島 田島 田島 田島 田島
鉱業権者 高野直太 三戸章 三戸章
所在地

前年繰越量（ｔ）
年間出荷量（ｔ） 51 7,200 6,000 10,000 9,900 12,780 月産2,000
年末貯炭量（ｔ）
年 末 従 業 者 数
年 末 従 業 者 数 84 170 130

労務者坑内 73
労務者坑外

職員坑内 11
職員坑外

出典 九州石炭
統計年鑑 石炭年鑑

全国炭鉱
要覧昭和
33 年３月

末

九州時代
別炭鉱名

簿

団史　整
備編「買
収炭鉱一

覧表」

団史　整
備編「買
収炭鉱一

覧表」

福岡県商工
要覧

備考 年間生産量
は月産×12

年間生産量
は月産×12

年間生産量
は月産×12

生産量は 30
～ 32 年 3 ヶ
年平均
福豊従業員数
は 32 年 11 月

田島従業員数
は 33 年 3 月

34 年４月１日
現在
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に
三
十
二
年
度
の
出
炭
量
に
つ
い
て
は
二
三
、〇
〇
〇
ト
ン
か
ら
一
九
、六
〇
〇
ト
ン

ま
で
の
幅
が
あ
る
の
で（

　
）
48

、
も
し
同
年
度
の
出
炭
量
が
一
九
、六
〇
〇
ト
ン
だ
っ
た
と
す

れ
ば
、
暦
年
と
年
度
と
の
ズ
レ
を
考
慮
し
て
も
三
十
～
三
十
一
年
の
出
炭
量
は
年
間

で
三
万
ト
ン
を
超
え
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
出
炭
量
に
関
し
て
は
月
産
六
、〇
〇
〇
ト
ン
と
い
う
記
述
も
あ
る
が（

　
）
49

、

表
に
示
し
た
資
料
に
記
載
さ
れ
た
出
炭
量
か
ら
見
て
、
俄
に
は
信
じ
が
た
い
。
又
、

二
十
九
年
に
お
け
る
月
産
生
産
能
力
四
、〇
〇
〇
ト
ン
と
い
う
記
述
も
あ
る
が（

　
）
50

、若
し

そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
出
炭
量
か
ら
判
断
し
て
フ
ル
稼
働
し
て
い
た
と
は
思
わ

れ
な
い
。
さ
ら
に
、
三
十
二
年
の
月
産
三
、〇
〇
〇
ト
ン（
年
産
三
六
、〇
〇
〇
ト
ン
）

（
　
）
51

と
い
う
数
字
も
、
他
年
度
と
比
較
し
て
「
能
力
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
従
っ
て
、
概

ね
二
万
ト
ン
台
の
後
半
当
た
り
が
、
同
鉱
の
最
盛
期
の
出
炭
量
で
は
な
か
っ
た
か
と

推
量
さ
れ
る
。

　

一
方
、
田
島
炭
鉱
の
出
炭
量
は
不
明
の
点
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
二
十
九
年
及
び

三
十
二
年
度
の
出
炭
量
や
、
昭
和
三
十
三
年
四
月
の
売
却
申
込
前
三
ヶ
年
平
均
で
約

一
三
、〇
〇
〇
ト
ン
と
い
う
数
字
か
ら
考
え
て（

　
）
52

、福
豊
の
三
分
の
一
か
ら
半
分
程
度
で

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
月
産
生
産
能
力
二
、〇
〇
〇
ト
ン
と
い
う
記
載
も

あ
る
が（

　
）
53

、
こ
の
数
字
は
他
の
資
料
の
数
字
か
ら
見
て
過
大
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
両
鉱
炭
の
炭
質
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
先
ず
、
カ
ロ
リ
ー
数

で
あ
る
が
表
６
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
塊
炭
に
せ
よ
粉
炭
に
せ
よ
田
島
炭
の
方
が

若
干
上
回
っ
て
い
る
。
同
時
期
の
福
岡
炭
田
産
出
炭
の
平
均
カ
ロ
リ
ー
が
六
、二
五
三

カ
ロ
リ
ー
と
さ
れ
て
い
る
か
ら（

　
）
54

、
福
豊
炭
も
田
島
炭
も
塊
炭
・
粉
炭
を
平
均
す
れ
ば
、

福
岡
炭
田
の
平
均
程
度
の
発
熱
量
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
又
、
炭

質
と
用
途
に
つ
い
て
は
「
福
豊
塊
は
（
不
粘
結
炭
）
火
着
良
好
、
燃
焼
時
間
長
し
、

窯
業
、
ガ
ラ
ス
工
場
用
火
力
と
し
て
現
在
使
用
中　

福
豊
粉
は
発
電
所
は
ボ
イ
ラ
ー

用
塩
田
窯
用
に
使
用
中  

田
島

塊
（
中
粘
結
炭
）
一
般
ボ
イ
ラ
ー

用
炭
と
し
て
使
用
中  

田
島
粉

は
ガ
ス
原
料
炭
と
し
て
使
用
中
」

（
　
）
55

と
言
わ
れ
て
お
り
、
田
島
炭
の

一
部
が
ガ
ス
発
生
用
に
用
い
ら

れ
て
い
る
以
外
は
、
一
般
用
炭

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の

の
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
福
豊
炭
の

輸
送
方
法
で
あ
る
が
、
販
路
に

関
し
て
触
れ
た
際
に
示
し
た

よ
う
に
、「
二
分
の
一
は
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
で
市
販
に
供

し
」（

　
）
56

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
う
と
す
れ
ば
残
り
二
分
の

一
の
輸
送
方
法
が
問
題
と
な

ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
同
鉱
の

近
傍
を
国
鉄
筑
肥
線
が
通
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
、
近
く
に

は
鳥
飼
駅
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
同
鉱
へ
の
鉄
道

引
き
込
み
線
は
敷
設
さ
れ
て

い
な
い
も
の
の（

　
）
57

、
鉄
道
輸
送

表 6　出炭量・炭質
昭和 27 年 昭和 28 年 昭和 29 年 昭和 30 年 昭和 31 年 昭和 32 年 昭和 33 年 昭和 34 年

炭鉱名 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊 福豊
出炭量（月産）（ｔ） 12,922 不明 4,000 1,750 3,000 3,000

カロリー 塊 6,400 6,400 6,400 6,400 6,814 不明
中塊 5,500 5,500 5,500 4,824 不明
並粉 4,800 4,800 4,800
粉 5,000 5,000 5,000 5,000 4,694 不明

炭鉱名 田島 田島 田島 田島 田島 田島 田島
出炭量（月産）（ｔ） 不明 600 500 不明

カロリー 塊 6,774 不明 7,128
中塊 6,500 不明 6,000
粉 6,000 不明 5,760 6,300

従業員 188
坑内職員 15
坑内労務者 88
坑外職員 28
坑外労務者 57

備考 出炭量は年産 出炭量は月産能力
従業員は両鉱合計

田島；洗中塊・
洗粉

各年『石炭年鑑』
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に
関
し
て
も
考
慮
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
不
充
分
な
が
ら
も
、
同
鉱
の
出

炭
量
が
二
万
ト
ン
を
超
え
る
水
準
に
達
し
た
昭

和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
以
降
の
鳥
飼
駅
に
お

け
る
石
炭
取
扱
等
を
示
し
た
の
が
表
７
で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
昭
和
二
十
七
年
度
に
お
け
る
同

駅
発
送
石
炭
量
は
二
万
ト
ン
台
を
示
し
て
お
り
、

同
駅
近
傍
に
は
福
豊
炭
鉱
以
外
の
炭
鉱
が
な
い

こ
と
か
ら
、
そ
の
ほ
ぼ
全
量
が
福
豊
炭
と
す
れ

ば
、
同
年
度
に
お
け
る
出
炭
量
の
大
部
分
が
鳥

飼
駅
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
し
、
そ
こ
か
ら
鉄

道
輸
送
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ

ろ
が
翌
二
十
八
年
度
か
ら
三
十
年
度
に
か
け
て

の
同
駅
発
送
石
炭
数
量
は
一
万
二
千
ト
ン
前
後

に
減
少
し
て
お
り
、
同
鉱
出
炭
量
の
二
分
の
一

程
度
が
鉄
道
輸
送
に
依
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
先
の
引
用
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は

こ
の
様
な
状
況
を
示
し
て
い
る
も
の
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
引
用
書
の
発
行
時
期
を
考
慮
す
る

と
平
仄
が
合
わ
な
い
の
で
あ
る（

　
）
58

。
そ
れ
は
兎
も

角
、
こ
の
様
な
輸
送
方
法
の
変
化
は
同
鉱
炭
の

市
場
の
変
化
を
伺
わ
せ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
現

在
の
処
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
三
十
一
年
度

か
ら
三
十
二
年
度
に
か
け
て
は
鳥
飼
駅
の
石
炭

取
扱
量
は
さ
ら
に
半
減
し
て
し
ま
う
。
そ
の
間
、
福
豊
炭
鉱
の
出
炭
量
が
大
き
く
減

少
し
た
と
は
思
え
な
い
の
で
、
三
十
一
年
度
を
境
に
し
て
福
豊
炭
の
鉄
道
輸
送
へ
の

依
存
度
が
再
び
激
減
し
た
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
理
由
も
全
く
不
明

と
言
う
他
は
な
い
。
こ
こ
で
も
同
炭
の
販
路
が
大
き
く
変
化
し
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
変
化
の
実
際
は
推
測
の
仕
様
が
な
い（

　
）
59

。
ま
た
、
福
豊
炭
鉱
が
事
業
団

に
売
却
さ
れ
た
後
の
三
十
四
年
度
に
お
け
る
発
送
炭
は
田
島
炭
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

発
送
量
は
田
島
炭
鉱
の
三
十
二
年
頃
の
出
炭
量
に
比
較
す
れ
ば
五
～
六
分
の
一
程
度

と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
福
豊
炭
以
上
に
鉄
道
輸
送
へ
の
依
存
度
は
小
さ
か
っ
た
も
の

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う（

　
）
60

。

　

他
方
、「
地
域
の
歴
史
」
と
い
う
点
を
意
識
し
て
、
鳥
飼
駅
の
経
営
と
い
う
観
点

か
ら
福
豊
炭
の
鉄
道
輸
送
が
有
し
た
意
義
を
見
て
お
く
と
、
石
炭
送
出
量
が
二
万
ト

ン
を
超
え
て
い
た
二
十
七
年
度
に
お
い
て
は
、
石
炭
運
賃
収
入
は
全
貨
物
運
賃
収
入

の
五
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
ま
さ
に
鳥
飼
駅
貨
物
収
入
の
根
幹
を
な
し
て
い
た
と

言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
が
、
送
出
量
一
万
ト
ン
台
に
な
っ
た
二
十
八
年
度
に
は
石
炭
収

入
が
半
減
し
て
い
る
の
に
対
し
て
貨
物
収
入
全
体
は
微
減
に
止
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

結
果
、
石
炭
収
入
の
比
率
は
前
年
に
比
し
て
半
減
し
た
。
さ
ら
に
、
同
年
度
と
三
十

年
度
を
比
較
す
る
と
石
炭
収
入
は
実
額
で
は
一
四
〇
万
円
程
も
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
そ
の
間
に
貨
物
収
入
全
体
が
そ
れ
を
越
え
て
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
駅

貨
物
収
入
の
内
で
の
石
炭
収
入
は
三
〇
％
前
後
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
相
対
的
重
要

性
は
二
十
八
年
度
に
比
し
て
上
昇
し
、
重
要
な
取
扱
品
目
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
三
十
一
年
度
以
降
も
送
出
量
の
減
少
に
伴
っ
て
石
炭
収
入
は
減
少
し
て
い

る
が
、
こ
こ
で
も
貨
物
収
入
全
体
の
減
少
が
あ
っ
て
、
石
炭
収
入
は
全
体
の
二
五
％

を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
福
豊
炭
鉱
が
操
業
を
止
め
て
し
ま
う
三
十
五
年
度
以
降

に
な
る
と
当
然
に
も
石
炭
収
入
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
は
同
駅
の
貨
物

表７　鳥飼駅取扱
27 年度 28 29 30 31 32 33 34 35

石炭発送（トン） 21,647 12,135 11,789 5,470 5,069 2,309 17
石炭到着（トン） 1,953 1,408 不 3,044 3,602 3,276 不 1,130 931
石炭収入（円） 10,775,800 5,469,550 4,083,930 2,429,720 1,925,780 721,730 10,320
車扱貨物収入（円） 14,428,280 11,253,040 明 7,386,840 5,142,460 4,420,850 明 2,743,340 1,476,900
全貨物収入（円） 21,259,910 19,118,360 12,543,610 9,594,200 7,610,530 3,315,270 2,542,680
石炭収入比率（％） 50.7 28.6 32.6 25.3 25.3 21.8 0.4
旅客収入 ( 円） 6,422,302 8,131,299 8,577,081 9,358,760 9,932,313 11,761,343 13,991,153
旅客収入＋貨物収入（円） 27,682,212 27,249,659 21,120,691 18,952,960 17,542,843 15,076,613 16,533,833
旅客収入比率（％） 23.2 29.8 40.6 49.4 56.6 78.0 84.6
27 ～ 30 年度は門司鉄道管理局『鉄道統計年報』
31 ～ 36 年度は日本国有鉄道西部支社『鉄道統計年報』
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収
入
減
少
に
拍
車
を
掛
け
、
表
７
に
示
し
た
よ
う
に
同
駅
が
旅
客
収
入
に
依
存
す
る

傾
向
を
強
く
し
、
い
わ
ば
都
市
的
駅
へ
の
変
貌
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

次
い
で
表
５
に
戻
っ
て
、
両
鉱
の
従
業
員
数
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
先
ず
福
豊

炭
鉱
の
従
業
員
数
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら
二
十
七
年
に
か
け
て
は
、
生
産

の
増
大
に
伴
っ
て
急
速
に
増
加
し
て
い
る
（
四
八
名
か
ら
一
七
〇
名
）
が
、
そ
の
後

は
百
数
十
名
内
外
で
安
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
事
業
団
へ
の
売
却
申
込
時
点

で
は
一
七
六
名
と
な
っ
て
い
る
。
職
員
と
鉱
員
の
内
訳
で
は
職
員
が
四
〇
名
程
度
で

あ
る
の
に
対
し
鉱
員
は
一
〇
〇
～
一
二
〇
名
程
度
の
割
合
に
な
っ
て
い
る
。
尚
、
従

業
員
数
に
関
し
て
は
社
員
数
六
〇
名
、
稼
働
者
数
三
〇
〇
～
六
〇
〇
名
や
四
〇
〇
名

と
い
う
記
述
も
あ
る
が
、
社
員
（
職
員
）
数
は
兎
も
角
と
し
て
、
稼
働
者
（
鉱
員
）

数
は
他
の
資
料
か
ら
見
て
過
大
な
も
の
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い（

　
）
61

。
さ
ら
に
、
同
鉱

に
お
け
る
労
働
組
合
は
昭
和
三
十
三
年
時
点
で
初
め
て
確
認
で
き
る（

　
）
62

。
炭
労
加
盟
組

合
で
組
合
員
数
は
一
〇
五
名
と
な
っ
て
お
り
、
表
５
の
鉱
員
数
か
ら
判
断
し
て
、
坑

内
・
外
の
鉱
員
が
全
員
加
入
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
事
業
団
へ
の
売
却

申
込
と
前
後
す
る
時
点
で
の
労
組
結
成
は
「
そ
れ
ま
で
は
お
と
な
し
か
っ
た
労
働
組

合
も
他
か
ら
焚
き
つ
け
ら
れ
て
、
整
地
し
て
売
り
出
さ
ね
ば
皆
の
退
職
金
や
業
者
へ

の
支
払
等
の
残
務
整
理
が
出
来
な
い
の
に
社
宅
を
中
々
空
け
ず
、
労
組
と
の
交
渉
に

弁
護
士
の
原
口
先
生
の
お
力
を
借
り
ま
し
た
」（

　
）
63

と
言
わ
れ
て
お
り
、
閉
山
後
へ
向
け

て
の
交
渉
主
体
の
確
保
を
意
味
し
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
閉
山
に
つ
い
て
触
れ
る
箇
所
で
も
う
一
度
触
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
他

方
、
職
員
に
つ
い
て
は
組
合
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い（

　
）
64

。

　

次
に
田
島
炭
鉱
の
従
業
員
数
に
つ
い
て
だ
が
、
同
鉱
の
従
業
員
数
は
殆
ど
不
明
で

あ
る
。
判
明
す
る
三
十
二
年
度
で
は
職
員
・
鉱
員
合
わ
せ
て
八
四
名
で
あ
り
、
福

豊
と
比
較
す
れ
ば
出
炭
量
に
見
合
っ
た
従
業
員
数
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
、

三
十
三
年
に
は
一
七
〇
名
ま
で
膨
れ
あ
が
っ
て
い
る
点
は
、福
豊
の
閉
山
に
伴
っ
て
、

同
鉱
か
ら
可
成
り
の
従
業
員
が
移
動
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
正
確
な
と
こ
ろ
は

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
年
後
の
三
十
四
年
時
点
で
は
一
三
〇
名
へ
減
少
し
て
お

り
、同
鉱
の
閉
山
を
前
に
し
て
相
当
数
の
退
職
者
が
出
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
又
、

田
島
で
は
鉱
員
に
せ
よ
職
員
に
せ
よ
、
労
組
の
結
成
は
確
認
で
き
な
い（

　
）
65

。

５
．
福
豊
炭
鉱
・
田
島
炭
鉱
の
設
備
概
要

　

表
８
は
両
鉱
の
選
炭
関
係
設
備
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
選
炭

は
ロ
ー
ラ
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
用
す
る
と
共
に
、
手
作
業
で
も
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
又
、
石
炭
の
水
洗
設
備
は
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
時
点
で
は
「
計
画

中
」
と
な
っ
て
い
る（

　
）
66

。
そ
の
後
、
い
つ
の
時
点
で
水
洗
機
が

設
備
さ
れ
た
の
か
は
判
ら
な
い
が
、
昭
和
三
十
三
年
の
田
島

炭
の
炭
種
と
し
て
「
洗
中
塊
・
洗
粉
」
と
あ
る
か
ら（

　
）
67

、
少
な

く
と
も
閉
山
前
の
田
島
炭
鉱
に
は
水
洗
機
が
備
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

　

表
９
は
同
鉱
の
坑
道
そ
の
他
の
設
備
や
使
用
機
器
の
一
覧

で
あ
る
。
先
ず
坑
道
で
あ
る
が
、
同
鉱
の
開
坑
の
切
っ
掛

け
が
、
前
記
引
用
新
聞
記
事
中
に
「
一
帯
の
高
台
を
煉
瓦
土

管
焼
用
に
け
ず
り
と
っ
て
い
る
う
ち
に
露
頭
が
現
れ
た
も
の

で
」
と
あ
る
よ
う
に
、
採
掘
炭
層
は
比
較
的
浅
い
場
所
に
存

在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
、
斜
坑
及
び
水
平
坑
道
の
み
の

掘
進
・
採
掘
で
竪
坑
設
備
は
存
在
し
て
い
な
い
。
坑
道
の
長

さ
は
、
全
て
の
坑
道
（
維
持
坑
道
及
び
石
炭
搬
出
坑
道
）
合

表８　福豊・田島選炭設備
年次 名称 数量 能力（Ｔ／Ｈ）

昭和 29 年 ローラスクリーン 1 50
鐙板手選帯 1 30

主洗機 1 30
再洗機 1 20

水洗機は 29 年現在設備計画中
『石炭年鑑１９５４』
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わ
せ
て
福
豊
で
三
・
五

㎞
弱
、
田
島
で
一
・
五

㎞
弱
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
採
炭
及
び
掘

進
に
は
空
気
圧
縮
式
の

コ
ー
ル
ピ
ッ
ク
を
使
用

し
、
コ
ー
ル
カ
ッ
タ
ー

等
の
大
型
採
炭
機
械
の

導
入
は
見
ら
れ
ず
、
片

盤
坑
道
の
存
在
か
ら
長

壁
式
採
炭
方
法
を
採
用

し
て
い
た
と
言
っ
て
よ

い
。
又
、
運
炭
は
捲
上

機
の
他
に
、
福
豊
炭
鉱

で
は
コ
ン
ベ
ア
ー
（
水

平
坑
道
）
を
使
用
し
て

い
る
事
が
判
る
。
恐
ら

く
は
当
時
の
中
小
炭
鉱

に
お
け
る
一
般
的
な
設

備
を
備
え
て
い
た
も
の

で
あ
ろ
う（

　
）
68

。

６
．
閉
山
─
合
理
化
事
業
団
へ
の
売
却
─

　

両
鉱
の
閉
山
に
関
し
て
は
「
福
豊
炭
鉱
が
、
自
然
条
件
の
悪
化
か
ら
三
十
三
年
七

月
に
閉
山
し･･････

三
十
四
年
六
月
に
は
出
水
事
故
で
田
島
炭
鉱
が･･････

閉
山

し
」（

　
）
69

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
両
鉱
の
閉
山
（
事
業
団
へ
の
売
却
）
に
つ
い
て
極

く
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
福
豊
、
田
島
の
両
炭
鉱
は
、
表
10
に
示
し
た
よ
う
に
昭

和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
か
ら
三
十
三
年
に
か
け
て
、
相
次
い
で
事
業
団
へ
の
売

却
を
申
し
込
ん
で
い
る
。
先
ず
、
福
豊
炭
鉱
は
昭
和
三
十
二
年
末
に
事
業
団
へ
売
却

申
込
を
し
た
後
に
、
翌
三
十
三
年
五
月
に
は
施
設
調
査
を
終
え
、
三
十
三
年
八
月
に

は
売
却
契
約
が
結
ば
れ
て
、
三
戸
鉱
業
は
同
鉱
の
鉱
業
権
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
っ

た（
　
）
70

。
売
却
申
込
か
ら
売
却
契
約
の
締
結
ま
で
、
お
よ
そ
八
ヶ
月
で
比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
手
続
き
が
進
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
田
島
炭
鉱
の
場
合
は

三
十
三
年
四
月
に
売
却
申
込
を
し
て
、
同
年
七
月
に
は
設
備
の
調
査
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
こ
ま
で
は
福
豊
炭
鉱
の
場
合
と
比
べ
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
経
過
を
た
ど
っ
て
い

る
如
く
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
設
備
の
調
査
が
済
ん
で
か
ら
二
年
以
上
経
過
し
た

三
十
五
年
十
二
月
に
、
漸
く
売
却
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
申
込
と

調
査
か
ら
契
約
締
結
ま
で
が
長
期
間
に
亘
っ
て
い
る
が
、そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
、
前
記
引
用
文
に
あ
る
よ
う
に
同
鉱
は
三
十
四
年
四
月
に
水
損
事
故
に
遭
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
坑
道
維
持
費
用
の
負
担
方
法（

　
）
71

や
売
却

価
格
の
算
定
に
手
間
取
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

さ
て
、
鉱
区
は
事
業
団
に
売
却
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
炭
鉱
跡
地
は
ど
の
様
に

処
理
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
福
豊
炭
鉱
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
場
所
は
、
現
在
炭

鉱
の
跡
形
も
な
く
び
っ
し
り
と
住
宅
が
建
っ
て
い
る
。
即
ち
、
同
鉱
跡
地
は
住
宅
地

と
し
て
売
却
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

表９　福豊・田島諸設備
福豊３坑 維持坑道及石

炭搬出口区分
維持坑道坑
道長（Ｍ） 石炭搬出坑口 主要採炭掘進 運搬

29・５・５ 本数 運搬法 設備公称容量
（ＫＷ）

深さ又は延長
（Ｍ） 機種 台数 総設備容量

（ＫＷ） 機種 台数 総設備容量
（ＫＷ）

敷設延長
（Ｍ）

斜坑 1,700 1 コース捲 35 550 空気圧縮機 1 75 斜坑捲上機 4 80 700
主要水平坑道 400 ピック 45 水平捲機 2 24 400
片盤ゲート 700 オーガ 2 コンベヤー 4 24 200

選炭 通気扇風機 排水ポンプ

機種 台数 総設備容量
（ＫＷ） 台数 総設備容量

（ＫＷ） 台数 総設備容量
（ＫＷ）

35 1 5 3 75

田島坑 維持坑道及石
炭搬出口区分

維持坑道坑
道長（Ｍ） 石炭搬出坑口 主要採炭掘進 運搬

26・７・９ 本数 運搬法 設備公称容量
（ＫＷ）

深さ又は延長
（Ｍ） 機種 台数 総設備容量

（ＫＷ） 機種 台数 総設備容量
（ＫＷ）

敷設延長
（Ｍ）

斜坑 500 1 コース捲 75 500 空気圧縮機 1 75 斜坑捲上機 2 100
片盤ゲート 400 ピック 30

オーガ 2

選炭 通気扇風機 排水ポンプ

機種 台数 総設備容量
（ＫＷ） 台数 総設備容量

（ＫＷ） 台数 総設備容量
（ＫＷ）

1 5
『全国炭鉱要覧』
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た
だ
、
先
の
引
用
文
か
ら
も
伺
え

る
よ
う
に
、
跡
地
の
売
却
収
入
が

福
豊
炭
鉱
の
閉
山
に
伴
う
費
用
を

賄
う
の
に
役
立
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

炭
鉱
跡
地
の
住
宅
地
と
し
て
の
売

却
は
、
高
度
成
長
期
に
お
け
る
福

岡
市
の
都
市
化
に
伴
う
同
鉱
周
辺

の
人
口
増
加（

　
）
72

の
波
に
乗
っ
た
も
の

で
、
そ
れ
は
、
三
戸
章
に
と
っ
て

閉
山
に
か
か
る
費
用
負
担
を
軽
く

す
る
と
い
う
点
で
、
そ
の
後
の
事

業
展
開
に
有
利
に
働
い
た
も
の
と

考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ま
た
、

田
島
炭
鉱
の
跡
地
は
三
戸
の
経
営

す
る
自
動
車
学
校
の
敷
地
と
し
て

再
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新

た
な
事
業
展
開
の
基
盤
を
提
供
す

る
こ
と
に
な
る
。
何
れ
の
場
合
も
、

三
戸
は
炭
鉱
敷
地
を
上
手
に
処
理

す
る
事
に
成
功
し
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
閉
山
に
伴
っ
て
従

業
員
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
た

の
か
に
関
し
て
、
そ
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
判
明
す
る
と
こ
ろ
だ
け
触
れ
て
お
こ
う
。

先
ず
、
前
掲
表
10
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
福
豊
炭
鉱
の
場
合
、
閉
山
時
（
事
業
団

へ
の
売
却
申
込
時
）
に
一
七
六
名
い
た
従
業
員
の
内
で
事
業
団
か
ら
離
職
金
を
受
給

し
た
人
数
は
一
三
八
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、「
離
職
金
は
、
支
給
対
象
者
を

厳
格
に
「
解
雇
」
限
定
し
」（

　
）
73

と
い
う
か
ら
、
こ
れ
を
逆
に
い
え
ば
離
職
金
を
受
給
し

て
い
な
い
四
〇
名
近
く
の
従
業
員
は
解
雇
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
即

ち
、
彼
ら
は
福
豊
炭
鉱
の
閉
山
後
も
解
雇
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
三
戸
鉱
業
の
経
営
す

る
田
島
炭
鉱
に
配
置
転
換
さ
れ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
う
少

し
詳
し
く
見
て
お
け
ば
、
福
豊
炭
鉱
従
業
員
数
一
七
六
名
と
い
う
の
は
同
鉱
の
事
業

団
売
却
申
込
時
の
前
月
末
時
点
、
即
ち
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
末
時
点
に
お
け
る
人

数
で
あ
る
。
一
方
、
前
掲
表
５
に
示
し
た
様
に
昭
和
三
十
三
年
三
月
末
時
点
で
の
同

鉱
従
業
員
数
は
鉱
員
一
〇
五
名
、
職
員
三
三
名
の
合
計
一
三
八
名
で
離
職
金
受
給
者

数
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
四
〇
名
近
く
の
従
業
員
は
三
十
二
年
十
一
月
か
ら
翌
年

三
月
に
か
け
て
福
豊
炭
鉱
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
但
し
、
離

職
金
は
前
述
の
如
く
「
解
雇
者
」
に
し
か
支
払
わ
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
四
〇
名

近
く
の
労
働
者
の
内
で
、前
述
の
期
間
に
自
発
的
に
退
職
し
た
人
数
は
、た
と
え
あ
っ

た
と
し
て
も
極
め
て
少
数
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
大

部
分
は
田
島
炭
鉱
へ
配
置
換
に
な
っ
た
と
し
て
も
強
ち
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。
先
に

見
た
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
に
お
け
る
田
島
炭
鉱
従
業
員
数
の
急
増
の
理
由

の
一
部
が
、
こ
れ
で
裏
付
け
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う（

　
）
74

。
又
、
離
職
金
受
給

鉱
員
数
一
〇
五
名
と
先
に
見
た
同
鉱
の
労
働
組
合
員
数
が
同
一
で
あ
る
か
ら
、
福
豊

炭
鉱
に
残
っ
た
、
即
ち
解
雇
が
前
提
さ
れ
て
い
た
鉱
員
に
よ
っ
て
、
労
働
組
合
が
組

織
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
他
方
、
田
島
炭
鉱
の
場
合
は
一
七
〇
名
の
従
業

員
の
内
で
離
職
金
を
受
給
し
た
人
数
は
一
六
六
名
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
戸

表 10　事業団への売却

番号 炭鉱名 所在地 鉱業権者 年間生産量
（ｔ）

鉱区
労務者 離職金

受給者数 能率（t） 申込年月日 採掘坑道
調査年月日 契約年月日

番号 面積（a） 面積（坪）

50 福豊 福岡市草香江
本町２ 三戸章 26,496 福 2216、

　 2183 10,212 306,360 176 138 12.7 32.12.26 33.5.15/20 33.8.9

82 田島 福岡市来ヶ坂
６３ 三戸章 12,780 福 13、　

　 2182 14,446 433,380 170 166 10.5 33.4.28 33.7.15/16
21 35.12.14

参考

2 月隈 福岡市下月隈 鎮西鉱山（株）
代．宮内与平 8,856 福 1547 11,466 343,980 66 71 6.7 30.12.17 31.4.10/11 31.9.19

71 上月隈 福岡市立花寺
487 諸石石五郎 1,560 福 2254 2,677 80,310 14 7 16.0 34.4.28 34.10.21/22 35.3.1

備考

年間生産
量は、売
渡申込前
３年間の
平均値

坪＝ a ×
30

労務者数は
売渡申込の
日の属する
月の前月末
における実
働労務者数

能率は、売
渡申込前１
年間におけ
る月平均

石炭鉱業合理化事業団『団史』「買収炭鉱一覧表」
離職金受給者数は、石炭鉱業合理化事業団「買収炭鉱明細表　昭和 37 年４月 30 日現在」
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鉱
業
内
に
受
け
皿
の
な
か
っ
た
同
鉱
の
従
業
員
は
、
閉
山
に

伴
っ
て
殆
ど
全
員
が
解
雇
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う（

　
）
75

。

　

さ
て
、
表
11
は
福
豊
炭
鉱
を
解
雇
さ
れ
て
離
職
金
を
受
給

し
た
一
三
八
名
の
従
業
員
の
閉
山
直
後
の
状
況
を
示
し
た
名

簿（
　
）
76

を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
に
よ
れ
ば
解
雇
さ
れ
た

従
業
員
は
鉱
員
一
〇
五
名
、
職
員
三
三
名
と
な
っ
て
い
る
。

職
員
の
解
雇
率
の
方
が
鉱
員
よ
り
稍
高
い
様
に
も
思
え
る

が
、
こ
の
点
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
彼
ら
の
連
絡
先
（
つ

ま
り
は
、
解
雇
後
の
住
所
）
は
社
宅
が
最
も
多
く
全
体
の
六

割
近
く
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
事
は
都
市
部
所
在
の
零
細
炭

鉱
に
お
い
て
も
「
筑
豊
、山
口
県
あ
た
り
よ
り
も
多
数
集
ま
っ

た
」（

　
）
77

遠
隔
地
か
ら
の
労
働
者
が
多
く
、
お
そ
ら
く
は
戦
後
の

住
宅
事
情
を
も
反
映
し
て
、
炭
鉱
側
が
彼
ら
に
対
し
て
相
当

数
の
住
宅
を
供
給
す
る
必
要
が
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
よ

う
。
又
、
社
宅
の
住
所
は
福
岡
市
の
草
ヶ
江
本
町
一
丁
目
五

番
地
・
同
二
丁
目
十
三
組
一
・
同
二
丁
目
五
三
番
地
・
大
字

田
島
田
島
新
町
・
大
字
田
島
一
四
一
八
番
地
と
な
っ
て
お
り
、

炭
鉱
近
辺
五
カ
所
に
散
在
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る（

　
）
78

。

次
い
で
、
離
職
者
達
の
離
職
後
の
計
画
で
あ
る
が
、
最
も
多

数
を
占
め
る
の
が
「
他
の
炭
鉱
に
行
く
」
と
い
う
も
の
で
、

全
体
で
五
九
名
を
数
え
る
。
次
に
多
い
の
が「
転
職
す
る（
炭

鉱
と
農
業
以
外
）」
で
、
全
体
で
四
一
名
と
な
っ
て
お
り（

　
）
79

、
両

者
を
合
わ
せ
る
と
一
〇
〇
名
と
な
り
、
全
体
の
七
〇
％
以
上

の
離
職
者
が
、
次
の
職
場
に
関
し
て
あ
る
程
度
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
の
「
計
画
」
が
そ
の
ま
ま
実
現
し
た
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
が
、
一

方
で
は
ま
だ
稼
行
炭
鉱
が
多
か
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
他
方
で
は
高
度

成
長
期
の
入
り
口
の
時
期
で
、
炭
鉱
以
外
の
他
の
職
種
に
つ
い
て
も
雇
用
状
況
が
良

化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
「
失
業
」

と
答
え
た
離
職
者
は
二
九
名
を
数
え
て
い
る
。
こ
の
内
訳
は
表
出
し
て
い
な
い
が
、

女
性
が
二
一
名
を
占
め
て
い
る
。
女
性
の
就
業
機
会
が
少
な
か
っ
た
事
に
加
え
て
、

家
庭
の
事
情
等
で
異
な
る
職
場
へ
の
再
就
職
が
難
し
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
つ

ま
る
と
こ
ろ
、
鉱
員
で
あ
れ
職
員
で
あ
れ
、
男
性
の
場
合
は
多
く
が
再
就
業
の
見
通

し
が
立
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
彼
ら
の
解
雇
日
付
で
あ
る
が
鉱
員
が
昭
和
三
十
三
年
八
月
一
日
、
職

員
が
同
年
同
月
二
〇
日
と
な
っ
て
い
る
。
同
鉱
の
売
買
契
約
締
結
日
が
表
10
に
示
し

た
通
り
三
十
三
年
八
月
九
日
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
前
後
し
て
解
雇
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
事
業
団
が
買
収
し
た
炭
鉱
の
中
に
は
契
約
締
結
日
（
売
渡
日
）
を
待
た
ず
に
、

買
収
の
決
定
を
待
た
ず
に
、
売
却
申
込
の
期
日
を
も
っ
て
従
業
員
を
解
雇
し
て
し
ま

う
悪
質
な
炭
鉱
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が（

　
）
80

、
福
豊
炭
鉱
の
場
合
は
そ
の
様
な
こ
と
は

な
か
っ
た
し
、
田
島
炭
鉱
の
場
合
も
離
職
金
受
給
者
数
か
ら
見
て
契
約
以
前
の
不
当

な
解
雇
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
田
島
炭
鉱
の
離
職
者
に
関
し
て
は
「
離

職
者
名
簿
」
を
見
付
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
残
念
な
が
ら
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。
た
だ
、
同
鉱
の
売
却
契
約
日
は
福
豊
炭
鉱
よ
り
も
二
年
以
上
遅
い
昭
和

三
十
五
年
十
二
月
で
あ
る
か
ら
、
炭
鉱
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
た

と
言
え
る
。
従
っ
て
、
福
豊
炭
鉱
の
離
職
者
に
比
較
す
れ
ば
、
田
島
炭
鉱
の
離
職
者

に
つ
い
て
は「
他
の
炭
鉱
に
行
く
」と
い
う
選
択
は
限
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
は
予
想
さ
れ
よ
う
。

表 11　離職金受給者状況
番号 氏名 鉱・職別 職種 連絡先 離職後

鉱員 職員 坑内 坑外 その他 社宅 市内 市外 他炭鉱 農業 転職 家事 失業 その他 解雇年月日
鉱員小計 105 73 32 0 61 43 1 46 2 32 0 23 2 33.8.1
職員小計 33 7 10 16 21 10 1 13 3 9 2 6 0 33.8.20

合計 105 33 80 42 16 82 53 2 59 5 41 2 29 2
石炭鉱業整備事業団九州支部「事業団買収炭鉱離職者名簿（福岡地区）」
連絡先に関しては原資料に「三戸鉱業社宅」の記載がない場合でも、社宅と同一の所番地が記載されている場合は「社宅」居住者とした。
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７
．
む
す
び
に
代
え
て
─
三
戸
鉱
業
経
営
者
の
三
戸
章
に
つ
い
て
─

　

最
後
に
福
豊
・
田
島
の
両
炭
鉱
を
経
営
し
て
い
た
三
戸
鉱
業
の
経
営
者
で
あ
っ

た
、
三
戸
章
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
三
戸
章
は
大
正
元
（
一
九
一
二
）

年
九
月
に
山
口
県
厚
狭
郡
厚
南
村
（
現
宇
部
市
）
に
生
ま
れ（

　
）
81

、
小
野
田
高
等
小
学
校

を
卒
業
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
宇
部
興
産
に
入
社
、
三

年
間
勤
務
し
た
後
に
、
同
二
十
年
か
ら
伊
藤
鉱
業
に
勤
務
し
て
、
二
十
四
年
に
同
社

を
退
職
し
た
と
さ
れ
る（

　
）
82

。
さ
ら
に
、
昭
和
十
七
年
に
は
「
雀
田
炭
坑
の
坑
内
責
任
者

で
あ
っ
た
」（

　
）
83

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
経
歴
を
推
測
を
交
え
な
が
ら
に
は
な

る
が
、
も
う
少
し
詳
し
く
触
れ
て
お
き
た
い
。
先
ず
「
昭
和
十
四
年
に
宇
部
興
産
に

入
社
」
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
三
戸
章
は
「
当
時
二
四
、五
歳
の
若
さ
で
本
山
炭
鉱

に
勤
め
て
い
た
」（

　
）
84

と
い
う
か
ら
、
三
戸
の
生
年
か
ら
い
っ
て
、
昭
和
十
一
年
頃
に
は

本
山
炭
鉱
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
本
山
炭
鉱
は
昭
和
十
年
八
月
に

設
立
さ
れ
た
日
産
系
の
宇
部
礦
業
株
式
会
社
に
買
収
さ
れ
て
採
掘
を
再
開
し（

　
）
85

、
同
鉱

は
戦
時
統
制
に
よ
っ
て
、
昭
和
十
九
年
に
宇
部
興
産
に
買
収
さ
れ
る（

　
）
86

。
従
っ
て
、
企

業
系
譜
的
に
見
れ
ば
、
三
戸
は
既
に
こ
の
時
に
宇
部
興
産
に
「
入
社
」
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
宇
部
礦
業
の
常
務
取
締
役
で
あ
っ
た
竹
中

雪
蔵
が
「
本
山
炭
鉱
の
常
務
を
や
め
て････

雀
田
炭
鉱
の
頭
取
と
し
て
、
琴
芝
通

り
の
別
宅
を
事
務
所
に
活
動
を
開
始
し
」（

　
）
87

た
の
が
昭
和
十
四
年
と
な
っ
て
い
る
。
と

す
れ
ば
、
前
記
の
よ
う
に
昭
和
十
七
年
に
三
戸
が
雀
田
炭
鉱
に
勤
務
し
て
い
た
と
す

れ
ば
、
彼
も
本
山
炭
鉱
を
辞
め
て
竹
中
の
下
で
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
こ
の
雀
田
炭
鉱
も
竹
中
が
経
営
す
る
他
の
炭
鉱
と
同
時
に
、
戦
時
企
業

整
理
の
一
環
と
し
て
昭
和
十
九
年
に
古
谷
博
美
（
古
谷
鉱
業
）
に
鉱
業
権
が
移
転
し

て
い
る（

　
）
88

。
従
っ
て
、
三
戸
は
こ
の
時
点
で
雀
田
炭
鉱
を
退
職
し
て
、
そ
の
後
に
伊
藤

鉱
業
へ
移
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る（

　
）
89

。要
す
る
に
こ
れ
を
纏
め
て
お
け
ば
、

三
戸
章
は
既
に
昭
和
十
一
年
前
後
に
は
本
山
炭
鉱
（
宇
部
礦
業
）
に
勤
務
し
て
お
り
、

そ
の
後
十
四
年
か
ら
十
七
年
の
間
に
雀
田
炭
鉱
（
竹
中
）
に
移
り
、さ
ら
に
そ
の
後
、

伊
藤
鉱
業
に
移
っ
た
と
言
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
炭
鉱

勤
務
の
中
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

伊
藤
鉱
業
に
勤
務
し
て
い
る
時
か
ら
、「
昭
和
二
十
四
年
の
春
に
は
宇
部
炭
田
（
伊

藤
鉱
業
）
は
ソ
ロ
ソ
ロ
先
が
見
え
、九
州
へ
進
出
の
気
運
が
も
ち
上
り
、つ
て
を
頼
っ

て
九
州
へ
探
し
に
行
く
こ
と
度
々
で
あ
り
ま
し
た
。･････

福
豊
炭
鉱
と
い
う
炭
鉱

が
行
詰
ま
っ
て
、
売
り
た
い
と
の
情
報
が
あ
り
、
そ
れ
な
ら
伊
藤
鉱
業
の
延
長
事
業

で
や
ろ
う
と
話
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
」（

　
）
90

と
い
う
経
緯
で
、
福
岡
で
の
炭
鉱
経
営
に
乗

り
出
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
伊
藤
鉱
業
が
不
渡
手
形
を
出
し
て
経

営
が
破
綻
し
た
た
め
に（

　
）
91

、
独
立
し
て
福
豊
炭
鉱
を
経
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
炭
鉱
購
入
の
た
め
の
資
金
で
あ
る
が
、「
若
沖
炭
鉱
の
藤
原
善
七
郎

様
に
創
業
資
金
と
し
て
、
当
時
二
七
〇
万
円
位
だ
と
思
い
ま
す
が
助
け
船
を
出
し
て

頂
き
や
っ
と
創
業
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
」（

　
）
92

と
い
う
こ
と
で
、
若
沖
炭
鉱
の
鉱
業
権
者

（
鉱
主
）
の
藤
原
善
七
郎（

　
）
93

か
ら
創
業
資
金
を
借
入
調
達
し
た
様
で
あ
る
。
即
ち
、
伊

藤
鉱
業
が
破
綻
し
た
た
め
に
、
一
個
人
で
は
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を
仰
ぐ
と
い
う

こ
と
が
到
底
不
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
伊
藤
鉱
業
時

代
に
築
い
た
で
あ
ろ
う
地
元
の
人
脈
を
頼
っ
て
創
業
資
金
を
調
達
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
但
し
、
創
業
し
て
か
ら
も
資
金
不
足
は
深
刻
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
郷
里
の

農
地
や
住
居
を
売
り
払
っ
て
必
要
資
金
を
よ
う
や
く
調
達
し
た
り（

　
）
94

、
国
鉄
へ
の
輸
送

代
金
の
前
払
い
で
は
、
妻
が
質
屋
に
通
っ
て
資
金
を
手
当
て
し
た
と
い
う（

　
）
95

。
資
金
的

な
基
盤
が
脆
弱
な
経
営
者
に
よ
る
炭
鉱
経
営
は
、
昭
和
二
十
四
年
頃
の
創
業
期
に
お
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い
て
は
あ
ら
ゆ
る
人
的
方
法
を
用
い
て
、
必
死
の
資
金
調
達
を
繰
り
返
し
て
い
た
様

子
が
偲
ば
れ
よ
う
。

　

そ
の
後
、「
折
か
ら
の
朝
鮮
戦
争
で
石
炭
は
掘
っ
て
も
掘
っ
て
も
足
ら
ず
、
人
員

を
ど
ん
ど
ん
増
加
さ
せ
、
明
る
い
見
通
し
が
立
ち
ま
し
た
。」（

　
）
96

と
言
わ
れ
て
お
り
、

朝
鮮
戦
争
時
の
炭
況
好
転
に
よ
っ
て
、
最
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
三
戸
は
福
豊
・
田
島
の
両
炭
鉱
以
外
に
も
、
昭
和
二
十
七
年
か
ら
八

年
に
か
け
て
長
崎
県
西
彼
杵
郡
の
石
炭
鉱
区
を
買
収
し
て
い
る
の
で
あ
る（

　
）
97

。
朝
鮮
戦

争
に
よ
る
石
炭
好
況
に
乗
じ
て
、
炭
鉱
経
営
の
手
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で

あ
り
、
三
戸
が
炭
鉱
経
営
に
積
極
的
で
あ
っ
た
時
期
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

前
掲
表
２
の
中
に
、
昭
和
二
十
九
年
時
点
で
の
関
係
事
業
所
と
し
て
「
三
戸
鉱
業
坂

根
鉱
山
」
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
同
鉱
山
は
山
口
県
鹿
野
町
（
現
山
口
県
周
南
市
）

に
あ
る
ア
ン
チ
モ
ン
鉱
山
で
、
確
か
に
三
戸
が
鉱
業
権
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で

き
る
が（

　
）
98

、
何
時
か
ら
何
時
ま
で
鉱
区
を
所
有
し
て
い
た
の
か
は
未
確
認
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
同
鉱
山
も
長
崎
の
石
炭
鉱
区
と
同
様
に
、
採
掘
し
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
可
能

性
が
大
き
い（

　
）
99

。
炭
鉱
経
営
に
限
ら
ず
金
属
鉱
山
経
営
に
ま
で
進
出
し
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
が
、
長
崎
の
石
炭
鉱
区
と
言
え
、
坂
根
鉱
山
と
言
え
、
実
際

に
は
三
戸
の
事
業
展
開
の
上
で
は
何
ら
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
な
か
っ
た
様
で
あ

る
。
従
っ
て
、彼
の
昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
初
期
に
か
け
て
の
事
業
基
盤
は
、

専
ら
福
岡
市
内
の
炭
鉱
に
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、「
三
十
二
年
頃
か
ら
炭
況
が
悪
く
な
り
、･････

そ
れ
と
同
時
に
我

社
も
赤
字
経
営
と
な
り
」（

100
）と

い
う
こ
と
で
、
鉱
区
を
事
業
団
に
売
却
す
る
決
意
を

し
た
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
表
10
に
示
し
た
よ
う
に
、
三
戸
は
福
豊
の
売
却
を
昭
和

三
十
二
年
十
二
月
に
、
田
島
の
売
却
を
翌
三
十
三
年
四
月
に
事
業
団
に
申
し
込
ん
で

い
る
の
だ
か
ら
、
炭
況
の
悪
化
に
伴
う
赤
字
経
営
へ
の
転
落
に
際
し
て
、
直
ち
に
炭

鉱
経
営
か
ら
の
撤
退
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。こ
の
様
な
迅
速
な
方
向
転
換
は
、

一
つ
に
は
小
規
模
且
つ
個
人
経
営
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
面
も
あ
っ
た
ろ
う
し
、
さ
ら

に
小
規
模
経
営
故
の
資
金
力
の
乏
し
さ
が
、
炭
鉱
経
営
の
続
行
を
放
棄
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
炭
鉱
経
営
か
ら
撤
退
し
た
後
、
三
戸
は
廃
油
等
の
再
生
・
販
売
業
を
営
業

種
目
と
す
る
西
日
本
石
油
株
式
会
社
を
設
立
す
る
と
共
に
、
田
島
炭
鉱
の
跡
地
を
利

用
し
て
、
西
福
岡
自
動
車
学
校
の
開
校
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
資
金
繰
り

に
行
き
詰
ま
っ
て
西
日
本
石
油
の
株
式
の
売
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
か
な
り
の
損
失

を
被
っ
た
と
言
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
様
な
事
業
転
換
の
た
め
に
必
要
な
資
金
は
ど

の
様
に
調
達
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
僅
か
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ

る
の
が
、
三
戸
章
が
塚
原
嘉
一
郎
に
宛
て
た
約
束
手
形
の
存
在
と
書
簡
の
存
在
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
日
付
は
判
明
す
る
限
り
で
は
昭
和
三
十
一
年
か
ら
三
十
四
年
に
か
け

て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
三
戸
の
炭
鉱
経
営
が
斜
陽
化
し
て
閉
山
に
至
る
時
期
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
内
容
は
確
認
で
き
て
い
な
い
の
だ
が
、
約
束
手
形
の
存
在
と
同
手

形
の
宛
先
が
塚
原
嘉
一
郎
と
い
う
炭
鉱
経
営
者
と
思
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

三
戸
が
閉
山
と
新
規
事
業
に
必
要
な
資
金
の
少
な
く
と
も
一
部
を
塚
原
に
頼
っ
て
い

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
も
し
こ
の
推
測
が
当
た
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
も
人

的
関
係
が
三
戸
の
資
金
調
達
に
一
役
買
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、

三
戸
は
三
戸
興
産
を
興
し
て
社
長
と
し
て
そ
の
経
営
に
当
た
っ
た
様
で
あ
る
が
、
同

社
は
現
在
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
事
業
を
営
ん
で
い
る
の
で
、
西
日
本
石
油
か
ら
引
き

続
い
て
、
事
業
上
の
石
油
と
の
関
係
は
続
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
三
戸
章
は
戦
前
以
来
積
み
上
げ
て
き
た
石
炭
と
の
関
係

に
い
ち
早
く
見
切
り
を
付
け
て
、
事
業
上
の
失
敗
を
経
験
し
な
が
ら
も
、
最
終
的
に

（
101
）

（
101
）

（
103
）

（
104
）

（
105
）

（
106
）
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は
石
油
関
係
事
業
（
自
動
車
学
校
経
営
も
含
ん
で
）
へ
と
巧
み
に
転
換
し
た
事
業
家

だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
又
、
彼
の
事
業
展
開
上
の
最
大
の
問
題
は
資
金
調
達
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
の
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
の
困
難
を
知
人
等

の
人
的
関
係
に
よ
っ
て
乗
り
切
っ
た
事
業
家
で
も
あ
る
よ
う
だ
。
戦
後
の
復
興
期
＝

混
乱
期
に
独
立
の
契
機
を
つ
か
み
、
高
度
成
長
期
に
向
け
て
事
業
転
換
を
図
っ
た
、

先
見
の
明
が
あ
り
、
且
つ
し
ぶ
と
く
生
き
抜
い
て
き
た
事
業
経
営
者
の
姿
を
看
て
取

る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
彼
の
こ
の
様
な
「
成
功
」
の
要
因
は
、
先
に
見
た
個
人

的
資
質
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
炭
鉱
跡
地
の
処
分
や
利
用
も
含
め
て
、
高
度
成
長
期

に
お
け
る
都
市
化
と
モ
ー
タ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
の
出
来
た
、
炭
鉱
の

都
市
部
立
地
と
い
う
条
件
も
大
き
く
働
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
、
都
市
零

細
炭
鉱
経
営
者
の
一
つ
の
典
型
を
見
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

　

尚
現
在
、
三
戸
章
の
事
業
は
婿
養
子
の
三
戸
道
雄
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、
関
連

企
業
六
社
を
数
え
る
「
マ
イ
マ
イ
・
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
形
で
発
展
し
て
い
る
。

　　

最
後
に
な
っ
た
が
、
本
稿
を
成
す
切
っ
掛
け
に
な
っ
た
の
は
、
脚
注
で
も
触
れ
た

が
「
別
府
の
「
記
憶
」
を
た
ど
る
─
福
豊
炭
鉱
に
つ
い
て
─
」
と
い
う
会
合
に
お
け

る
報
告
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
同
報
告
を
大
幅
に
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

同
会
の
開
催
に
尽
力
さ
れ
た
公
民
館
関
係
者
、
福
岡
大
学
の
「
福
岡
・
東
ア
ジ
ア
・

地
域
共
生
研
究
所
」
関
係
者
、
そ
し
て
同
会
の
参
加
者
に
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

　

又
、
資
料
の
提
供
に
快
く
応
じ
て
下
さ
っ
た
、
三
戸
美
雪
氏
、
永
田
文
城
氏
、
及

び
所
蔵
資
料
の
閲
覧
・
複
写
に
応
じ
て
下
さ
っ
た
、
福
岡
大
学
中
央
図
書
館
、
同
研

究
推
進
部
、
福
岡
県
立
図
書
館
、
福
岡
市
総
合
図
書
館
、
九
州
歴
史
資
料
館
、
九
州

大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
、
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
、
宇
部
市
立
図

書
館
、
広
島
県
立
図
書
館
、
岡
山
市
立
中
央
図
書
館
に
感
謝
し
た
い
。

（
107
）

（
108
）

（
109
）

注
（
１
）　

福
岡
市
役
所
『
福
岡
市
史　

第
七
巻
昭
和
編
後
編
（
三
）』
福
岡
市
役
所　

昭
和
四
十
九
年
五
月
（
以
下
、『
福
岡
市
史
』
と
略
記
）
二
八
八
頁
。
尚
、
此

処
で
の
福
岡
市
内
と
い
う
の
は
当
時
の
市
域
を
対
象
と
し
て
い
る
。

（
２
）　

福
岡
市
役
所
総
務
課
『
福
岡
市
々
勢
要
覧　

昭
和
二
十
七
年
』
福
岡
市
役
所

　

昭
和
二
十
八
年
三
月
（
以
下
、『
市
勢
要
覧
』
と
略
記
）
五
七
頁
。

（
３
）　
『
福
岡
市
史
』
二
八
三
～
二
八
七
頁
。
尚
、
引
用
文
中
の
括
弧
内
は
炭
鉱
所

在
地
名
で
あ
る
。
又
、蒲
田
、本
香
椎
の
両
炭
鉱
に
つ
い
て
は
採
炭
量
等
の
デ
ー

タ
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
４
）　

石
炭
鉱
業
合
理
化
事
業
団
「
買
収
炭
鉱
一
覧
表
」（『
団
史　

整
備
編
』
石
炭

鉱
業
合
理
化
事
業
団　

昭
和
四
十
年
十
月
）
六
二
頁
以
下
。

（
５
）　

福
豊
炭
鉱
の
資
料
は
「
多
く
の
記
録
を
保
管
し
て
い
た
が
、
そ
の
倉
庫
（
現

在
の
田
島
自
動
車
学
校
側
）
が
、不
審
火
で
全
焼
し
た
の
で
そ
の
記
録
は
な
く
」

（『
別
府
の
あ
ゆ
み
─
福
岡
市
別
府
公
民
館
創
立
四
十
周
年
記
念
誌
─
』
福
岡
市

別
府
公
民
館　

平
成
十
六
年
十
月
、二
二
頁
、以
下
『
別
府
の
あ
ゆ
み
』
と
略
記
）

と
い
う
こ
と
で
、
三
戸
章
氏
の
ご
遺
族
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
筆
者
が
入
手
し
得

た
の
は
「
土
地
建
物
配
置
図
（
豊
福
炭
鉱
付
近
）」（
以
下
、「
配
置
図
」
と
略
記
）

と
「
福
岡
市
大
字
田
島
字
小
松
浦
字
池
ノ
田　

字
図
調
査
図
」（
以
下
、「
字
図
」

と
略
記
）
と
い
う
図
面
二
枚
と
、当
時
の
炭
鉱
を
撮
影
し
た
写
真
数
葉
で
あ
る
。

尚
、「
字
図
」
に
は
昭
和
三
十
五
年
二
月
三
日
現
在
と
あ
る
の
で
、
閉
山
後
に

作
成
さ
れ
た
物
と
思
わ
れ
る
。
又
、「
配
置
図
」
は
鉱
主
三
戸
章
の
住
宅
の
番

地
か
ら
判
断
し
て
、
昭
和
三
十
年
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
６
）　

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日
に
別
府
公
民
館
で
実
施
さ
れ
た
「
別
府
の
「
記
憶
」
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を
た
ど
る
─
福
豊
炭
鉱
に
つ
い
て
─
」
に
お
け
る
参
加
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で

あ
る
。
以
下
、
同
所
に
お
け
る
聞
き
取
り
に
関
し
て
は
、「
別
府
の
「
記
憶
」」

と
略
記
す
る
。

（
７
）　

金
堀
重
兵
衛
「
草
ヶ
江
本
町
会
館
の
沿
革
史
」（『
草
ヶ
江
本
町
会
館
』（
私

家
版
）
作
成
年
月
不
明
）
一
頁
。

（
８
）　

国
土
地
理
院
「
空
中
写
真
」（M

25-124

）

　
　
（http://archive.gsi.go.jp/airphoto/V

iew
PhotoServlet?w

orknam
e=

U
SA

&
courseno=M

25&
photono=124

）［2012-12-03

］
他
。

（
９
）　
「
別
府
の
「
記
憶
」」。
尚
、
同
書
に
よ
れ
ば
こ
の
他
に
も
社
宅
が
点
在
し
た

と
言
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
10
）　

同
住
宅
は
最
近
取
り
壊
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
で
も
敷
地
は
確
認
で

き
る
（
現
福
岡
市
城
南
区
田
島
二
丁
目
二
六
番
地
）。

（
11
）　
「
別
府
の
「
記
憶
」」。

（
12
）　

北
岡
鉄
雄
『
福
岡
商
工
名
鑑
一
九
四
九
』
福
岡
商
工
会
議
所　

昭
和
二
十
四

年
五
月
一
一
四
頁
。

（
13
）　
『
別
府
の
あ
ゆ
み
』
二
二
頁
、
三
戸
婦
美
『
思
い
出
』（
私
家
版
）
平
成
十
二

年
五
月
、
二
三
頁
。
前
者
で
は
「
二
宮
佐
久
馬
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、「
鉱

区
一
覧
」
で
も
坑
主
名
は
同
様
に
「
二
宮
佐
久
馬
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

正
し
く
は
「
佐
久
間
」
で
は
な
く
「
佐
久
馬
」
な
の
だ
ろ
う
。
但
し
、
次
に
掲

げ
た
新
聞
記
事
中
に
は
「
佐
久
間
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

又
、
同
炭
鉱
に
関
し
て
は
「（
別
府
の
旅
館
業
二
宮
某
と
肉
屋
其
他
全
く
素
人

の
合
同
で
経
営
し
て
い
る
）
福
豊
炭
鉱
」（
三
戸
婦
美
『
思
い
出
』（
私
家
版
）

平
成
十
二
年
五
月
、
二
三
頁
）
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

（
14
）　
『
西
日
本
新
聞
』
昭
和
二
三
年
十
二
月
七
日
。
同
記
事
中
の
「
ボ
タ
山
」
と

い
う
の
は
炭
層
の
こ
と
だ
ろ
う
。又
、「
煉
瓦
土
管
焼
用
に
け
ず
り
と
っ
て
い
る
」

と
い
う
の
は
、
草
ヶ
江
本
町
二
丁
目
に
あ
っ
た
久
我
窯
業
株
式
会
社
（
福
岡
県

商
工
要
覧
刊
行
委
員
会
『
福
岡
県
商
工
要
覧
』
福
岡
県
・
福
岡
県
商
工
会
議
所

連
合
会　

昭
和
三
十
五
年
三
月
）か
そ
の
前
身
企
業
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
15
）　

西
日
本
新
聞
の
マ
イ
ク
ロ
写
真
版
で
は
殆
ど
識
別
不
能
で
あ
っ
た
。

（
16
）　

福
岡
商
工
局
『
福
岡
商
工
局
福
岡
石
炭
局
管
内
鉱
区
一
覧
』
昭
和
二
十
三
年

七
月
一
日
現
在
。

（
17
）　
『
別
府
の
あ
ゆ
み
』
二
二
頁
、
通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
『
全
国
炭

鉱
要
覧　

昭
和
三
十
三
年
三
月
末
』
石
炭
通
信
社　

昭
和
三
十
三
年
九
月　

四
〇
頁
。

（
18
）　

渡
辺
隆
吉
『
昭
和
二
十
八
年
度
帝
国
信
用
録
地
方
版
』
帝
国
商
工
会　

昭
和

二
十
八
年
三
月　

十
六
頁
、
同
書
『
昭
和
三
十
年
版
』
十
五
頁
、『
全
国
炭
鉱

要
覧　

昭
和
三
十
三
年
三
月
末
』
四
〇
頁
。
尚
、
三
戸
鉱
業
福
豊
炭
鉱
の
設
立

を
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
と
す
る
記
述
も
あ
る
（
日
本
経
済
新
報
社
『
日
本

経
済
産
業
名
鑑　

一
九
五
四
』
一
八
六
頁
、）
が
、
こ
れ
は
二
宮
に
よ
る
同
鉱

採
炭
事
業
の
開
始
時
期
（
大
同
通
信
社
（
倉
田
肇
）『
石
炭
年
鑑　

一
九
五
四
』

大
同
通
信
社　

四
三
五
頁
）
と
混
同
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
で

あ
る
と
し
て
も
、
福
豊
炭
鉱
の
採
掘
開
始
時
期
が
昭
和
二
十
三
年
六
、七
月
な

の
か
十
一
月
な
の
か
と
言
う
疑
問
は
残
る
。
強
い
て
推
測
す
る
な
ら
ば
、
十
一

月
に
試
掘
鉱
区
か
ら
採
掘
鉱
区
へ
登
録
変
更
を
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ

ろ
う
が
、
こ
の
点
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
19
）　
『
日
本
経
済
産
業
名
鑑　

一
九
五
四
』
一
八
六
頁
。

（
20
）　

福
岡
通
商
産
業
局
「
福
岡
通
商
産
業
局
管
内
鉱
区
一
覧
」
昭
和
二
十
五
年
七

月
一
日
現
在
（
以
下
、
各
年
度
と
も
監
督
官
庁
等
の
変
更
に
拘
わ
ら
ず
「
鉱
区
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一
覧
」
と
略
記
）。
尚
、
以
下
、
本
稿
で
利
用
す
る
鉱
区
情
報
は
、「
鉱
業
関
係

デ
ー
タ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.yam
ane-data.jp/index.htm

l

）［2012-12-

03

］」に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
サ
イ
ト
の
作
成
者
で
あ
る
山
根
良
夫
氏
に
深
く

感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
21
）　

同
前
。

（
22
）　
「
昭
和
二
十
四
年
九
月
九
日
、
い
よ
い
よ
家
族
が
全
員
で
福
岡
入
り
」（『
思

い
出
』、
二
五
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
炭
鉱
買
収
に
伴
っ
て
三
戸
章
以
外
の
家

族
全
員
も
福
岡
に
移
転
し
て
い
る
。
た
だ
、そ
の
時
に
は
「
鳥
飼
駅
（
筑
肥
線
）

の
近
く
の
鶴
崎
様
の
家
を
間
借
し
」（
同
前
）
と
い
う
状
況
だ
っ
た
の
で
、
住

所
移
転
の
届
け
を
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
戸
の
出
生
地
は
後
述
の
如

く
、
山
口
県
の
現
宇
部
市
で
、
小
野
田
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
。

（
23
）　

各
年
「
鉱
区
一
覧
」。

（
24
）　
『
石
炭
年
鑑　

一
九
五
四
』
四
三
五
頁
。

（
25
）　
『
全
国
炭
鉱
要
覧
』
二
〇
〇
頁
。

（
26
）　
『
石
炭
年
鑑　

一
九
五
四
』
四
三
五
～
六
頁
。
尚
、
昭
和
二
十
六
年
七
月
の

同
鉱
開
坑
は
『
全
国
炭
鉱
要
覧
』
二
〇
〇
頁
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

（
27
）　

日
本
鉱
業
会
「
日
本
鉱
業
会
誌
」
二
〇
八
号
、
明
治
三
十
五
年
五
月
。

（
28
）　

大
日
本
鉱
山
協
会
「
鉱
区
要
覧
」
明
治
四
十
一
年
一
月
。
住
所
と
面
積
が
同

一
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
特
六
七
一
六
」
鉱
区
と
「
採
一
三
」
鉱
区
は
同
一
の
も

の
と
推
定
さ
れ
得
る
。

（
29
）　
「
日
本
鉱
業
会
誌
」
明
治
四
十
四
年
三
月
（
号
数
不
明
）、
福
岡
鉱
山
監
督
署

「
福
岡
鉱
山
監
督
署
管
内
鉱
区
一
覧
」
明
治
四
十
四
年
七
月
一
日
現
在
。
但
し
、

鉱
主
人
名
は
「
日
本
鉱
業
会
誌
」
で
は
白
川
蔵
六
と
な
っ
て
お
り
、「
鉱
区
一
覧
」

で
は
松
崎
謙
一
と
な
っ
て
い
る
。
両
誌
の
記
録
時
期
の
僅
か
な
相
違
の
間
に
、

交
替
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
又
、「
鉱
区
一
覧
」
に
は
「
友
泉
炭
鉱
」
と
い

う
鉱
山
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）　

同
前
、「
福
岡
鉱
山
監
督
局
管
内
鉱
区
一
覧
」。
但
し
、
鉱
産
額
が
「
鉱
区
一

覧
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
年
だ
け
で
あ
る
の
で
、
以
後
、
採
掘
が
継

続
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
31
）　

農
商
務
省
鉱
山
局
「
福
岡
鉱
務
署
管
内
鉱
区
一
覧
」
大
正
六
年
七
月
一
日
現

在
。
鉱
業
権
者
は
麻
生
太
郎
と
あ
っ
て
、
翌
年
か
ら
麻
生
商
店
と
な
る
。

（
32
）　

百
合
一
、五
一
共
に
三
戸
章
の
妻
で
あ
っ
た
婦
美
の
弟
で
、百
合
一
が
兄（「
別

府
の
「
記
憶
」」）。

（
33
）　
『
日
本
経
済
産
業
名
鑑　

一
九
五
四
』
一
八
六
頁
。

（
34
）　
『
石
炭
年
鑑　

一
九
五
四
』
四
三
六
頁
。
同
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
事
の

内
容
が
い
つ
の
時
点
ま
で
を
カ
ヴ
ァ
ー
し
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
が
（
奥

付
に
よ
る
印
刷
年
月
日
は
昭
和
二
十
九
年
八
月
二
十
日
）、
前
記
の
よ
う
に
同

書
に
は
、
二
十
九
年
五
月
と
思
わ
れ
る
第
三
坑
開
鑿
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
の

で
、
同
年
前
半
ま
で
を
カ
ヴ
ァ
ー
し
て
い
る
と
考
え
た
。

（
35
）　

後
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
、
石
炭
鉱
業
整
備
事
業
団
九
州
支
部
「
事
業
団
買

収
炭
鉱
離
職
者
名
簿
（
福
岡
地
区
）」（
九
州
大
学
付
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料

館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
表
出
し
た
幹
部
職
員
の
閉
山
時
に
お
け
る
職
名
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

　
　
　

村
上
百
合
一
「
鉱
長
」、
村
上
五
一
「
坑
外
管
理
係
」、
光
永
登
「
坑
外
工
作

係
」、
長
寿
「
販
売
係
」、
花
田
忠
男
「
販
売
係
」、
野
村
正
也
「
経
理
係
」、
縄

田
甚
之
「
坑
内
電
気
係
」
と
な
っ
て
お
り
、
役
職
の
有
無
は
確
認
で
き
な
い
。

（
36
）　
『
昭
和
二
十
八
年
度
版
帝
国
商
工
信
用
録
』
十
六
頁
、
同
書
『
昭
和
三
十
年

度
版
』
十
五
頁
。
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（
37
）　

前
掲
『
市
勢
要
覧
』
五
七
頁
、『
福
岡
市
史
』
二
八
五
頁
、『
別
府
の
あ
ゆ
み
』

二
三
頁
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
販
路
が
い
つ
頃
の
状
況
を
表
し
て
い
る
の
か
は

不
明
で
あ
る
。

（
38
）　
『
別
府
の
あ
ゆ
み
』
二
三
頁
、
さ
ら
に
、
石
炭
を
リ
ヤ
カ
ー
に
積
ん
で
売
り

歩
い
た
、
と
い
う
証
言
も
あ
る
（「
別
府
の
「
記
憶
」」）。

（
39
）　
『
日
本
経
済
産
業
名
鑑　

一
九
五
四
』
一
八
六
頁
。

（
40
）　
『
石
炭
年
鑑　

一
九
五
二
』四
〇
〇
頁
、『
石
炭
年
鑑　

一
九
五
三
』四
二
七
頁
。

（
41
）　

こ
の
間
の
事
情
に
関
し
て
は
、
原
田
種
夫
『
武
内
礼
蔵
翁
伝
』
武
内
礼
蔵
翁

伝
刊
行
委
員
会   

昭
和
五
十
六
年
二
月　

二
〇
七
～
二
九
九
頁
を
参
照
。

（
42
）　

同
前
、
三
一
〇
頁
。

（
43
）　

同
前
、
三
五
七
頁
。

（
44
）　

九
州
電
力
株
式
会
社
『
九
州
地
方
電
気
事
業
史
』
四
三
五
頁
、
表
７

−

16
。

（
45
）　
『
石
炭
年
鑑　

一
九
五
二
』
四
〇
〇
頁
、
同
書
一
九
五
三
年
版　

四
二
七
頁
。

（
46
）　

前
記
新
聞
記
事
中
に
「
鉱
員
さ
ん
た
ち
は
『
来
年
中
に
月
産
千
ト
ン
に

･････

』
と
は
り
き
っ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
当
時
の
同
鉱
の

出
炭
規
模
を
知
る
手
が
か
り
に
は
な
ら
な
い
。

（
47
）　
「
買
収
炭
鉱
一
覧
表
」
六
二
頁
。

（
48
）　

出
炭
量
二
三
、〇
〇
〇
ト
ン
は
『
全
国
炭
鉱
要
覧
』
八
一
頁
に
よ
る
。
又
、

一
九
、六
〇
〇
ト
ン
は
、
作
成
者
不
明
『
九
州
時
代
別
炭
鉱
名
簿
』（
福
岡
県
立

図
書
館
架
蔵
）
に
よ
る
。

（
49
）　
『
別
府
の
あ
ゆ
み
』
二
三
頁
に
「
月
産
約
六
千
噸
」
と
あ
る
。
尚
、
同
書
の

記
述
は「
昭
和
五
十
四
年
六
月･･･

三
戸
章
氏（
元
筑
豊（
マ
マ
）炭
鉱
経
営
者
）

宅
訪
問
、
お
聞
き
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
三
戸
章
か

ら
直
接
聞
き
取
り
し
た
内
容
の
よ
う
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
従
業
員
数
に
関
す

る
記
述
内
容
と
な
ら
ん
で
、
俄
に
は
信
用
し
が
た
い
処
が
あ
る
。
聞
き
取
り
の

内
容
が
い
つ
の
時
点
に
お
け
る
事
実
な
の
か
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
即
断

は
出
来
な
い
が
、
元
経
営
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
何
故
、

こ
の
様
な
齟
齬
が
生
じ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
50
）　
『
石
炭
年
鑑　

一
九
五
四
』
四
三
六
頁
。
尚
、
昭
和
二
十
九
年
度
の
出
炭
計

画
は
豊
福
炭
鉱
で
六
、〇
〇
〇
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。前
記
注（
49
）の「
月
産
六
、

〇
〇
〇
ト
ン
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
数
字
を
元
に
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
51
）　
『
石
炭
年
鑑　

一
九
五
七
』
五
五
八
頁
。

（
52
）　
「
買
収
炭
鉱
一
覧
表
」
六
四
頁
。

（
53
）　

福
岡
県
商
工
要
覧
刊
行
委
員
会
『
福
岡
県
商
工
要
覧
』
福
岡
県
・
福
岡
県
商

工
会
議
所
連
合
会　

昭
和
三
十
五
年
三
月　

九
三
頁
。

（
54
）　

通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
『
本
邦
鉱
業
の
趨
勢　

一
九
五
四
』

二
〇
五
頁
。
但
し
、
炭
種
別
の
数
値
は
不
明
。

（
55
）　
『
石
炭
年
鑑　

一
九
五
四
』
四
三
六
頁
。

（
56
）　
『
福
岡
市
史
』
二
八
五
頁
。「
ト
ラ
ッ
ク
十
台
内
外
で
運
送
し
て
い
た
」
と
も

言
わ
れ
て
い
る
（『
別
府
の
あ
ゆ
み
』
二
三
頁
）。

（
57
）　

前
掲
の
ホ
ッ
パ
ー
と
思
わ
れ
る
写
真
に
も
鉄
道
線
路
は
写
っ
て
い
な
い
し
、

「
配
置
図
」
中
に
も
鉄
道
線
路
の
記
載
は
な
い
。

（
58
）　

引
用
し
た
『
福
岡
市
々
勢
要
覧
』
の
発
行
期
日
は
、
前
記
の
如
く
二
十
八
年

三
月
で
あ
り
、
従
っ
て
記
載
内
容
は
書
名
に
も
あ
る
よ
う
に
二
十
七
年
度
分
で

あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
表
７
に
示
し
た
鳥
飼
駅
に
お
け
る
二
十
七
年
度
の
発
送

石
炭
取
扱
量
と
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
う
。

（
59
）　

同
炭
の
大
口
需
要
先
で
あ
っ
た
九
州
電
力
名
島
発
電
所
の
石
炭
購
入
ス
タ
ン

ス
が
変
化
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
九
電
全
体
の
石
炭
消
費
量
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は
、
三
十
年
と
比
較
し
て
三
十
一
、三
十
二
年
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
（『
九

州
地
方
電
気
事
業
史
』
四
四
七
頁
、
表
７

−

20
）。

（
60
）　

田
島
炭
鉱
の
位
置
か
ら
す
れ
ば
、
鳥
飼
駅
よ
り
小
笹
駅
の
方
が
近
い
よ
う
で

あ
る
が
、
当
該
時
期
の
同
駅
に
お
け
る
貨
物
取
扱
は
な
い
（
日
本
国
有
鉄
道
西

部
本
社
『
鉄
道
統
計
年
報
』
各
年
版
）。

（
61
）　

三
〇
〇
～
六
〇
〇
名
と
い
う
の
は
『
別
府
の
あ
ゆ
み
』
二
三
頁
、
四
〇
〇
名

と
い
う
の
は
『
思
い
出
』
三
三
頁
。
こ
の
様
な
従
業
員
数
が
い
つ
の
時
点
の
も

の
で
あ
っ
た
の
か
が
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
数
値
は
経
営
者
で
あ
っ
た
三

戸
章
及
び
そ
の
妻
で
あ
っ
た
三
戸
婦
美
の
記
憶
に
よ
る
も
の
な
の
で
、
軽
々
に

は
評
価
で
き
な
い
。
し
か
し
、他
資
料
に
よ
る
従
業
員
数
と
の
乖
離
が
大
き
く
、

従
業
員
数
の
数
え
方
が
異
な
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、
後

述
の
よ
う
に
田
島
の
従
業
員
数
は
不
明
の
点
が
多
い
が
、
強
い
て
そ
れ
を
無

視
す
れ
ば
、
福
豊
と
田
島
の
両
鉱
を
合
わ
せ
た
従
業
員
数
は
時
期
に
よ
っ
て
は

三
〇
〇
名
程
度
と
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
62
）　
「
九
州
炭
鉱
労
働
組
合
勢
力
分
野
表　

昭
和
三
十
三
年
四
月
三
十
日
現
在
」

（『
全
国
炭
鉱
要
覧
』
収
録
）、服
部
義
彦
『
石
炭
労
働
年
鑑　

昭
和
三
十
三
年
版
』

日
本
石
炭
鉱
業
経
営
者
協
議
会
、
二
〇
頁
。

（
63
）　
『
思
い
出
』五
四
頁
。但
し
、労
働
争
議
は
な
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る（「
別

府
の
「
記
憶
」」）。

（
64
）　

註
60
に
同
じ
。
両
資
料
共
に
「
未
組
織
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
65
）　

同
前
。

（
66
）　
『
石
炭
年
鑑　

一
九
五
四
』
四
三
六
頁
。

（
67
）　
『
石
炭
年
鑑　

一
九
五
八
』
資
五
一
頁
。

（
68
）　
『
全
国
炭
鉱
要
覧
』
に
掲
げ
ら
れ
た
、
諸
炭
鉱
の
設
備
一
覧
を
参
照
。

（
69
）　
『
福
岡
市
史
』
二
八
九
頁
。
た
だ
、
田
島
炭
鉱
の
水
害
事
故
と
閉
山
時
期
に

つ
い
て
は
、
他
の
資
料
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
70
）　

鉱
区
の
売
却
に
伴
う
手
続
き
等
の
概
略
は
、
石
炭
鉱
業
合
理
化
事
業
団
『
団

史　

整
備
編
』
一
六
八
頁
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

（
71
）　

坑
道
の
状
態
に
よ
っ
て
事
業
団
に
よ
る
買
収
価
格
算
定
に
大
き
な
差
が
出
る

こ
と
か
ら
、
坑
道
維
持
費
用
に
つ
い
て
炭
鉱
側
と
事
業
団
側
で
、
そ
の
負
担
方

法
に
関
し
て
議
論
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（『
団
史　

整
備
編
』
一
六
九

頁
）。

（
72
）　

福
豊
炭
坑
周
辺
の
人
口
増
加
は
、
前
掲
表
７
に
示
さ
れ
て
い
る
、
昭
和
三
十

年
代
の
鳥
飼
駅
に
お
け
る
旅
客
収
入
の
急
増
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
尚
、
福
岡
市
の
人
口
及
び
人
口
密
度
は
、
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年

の
約
三
八
万
人
、
二
・
九
人
（
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
）
か
ら
、
三
十
五
年

に
は
約
六
五
万
人
、
三
・
一
人
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
（
福
岡
市
総
務

局
統
計
課
『
平
成
二
十
三
年
福
岡
市
統
計
書
』
福
岡
市
役
所
）。

（
73
）　
『
団
史
』
三
一
八
頁
。

（
74
）　

一
度
解
雇
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
後
直
ち
に
同
一
企
業
の
他
の
炭
鉱
に
配
置
転
換

さ
れ
た
労
働
者
に
も
、
離
職
金
は
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（『
団
史
』

三
二
一
頁
）
か
ら
、
福
豊
か
ら
田
島
へ
移
動
し
た
労
働
者
数
は
も
っ
と
多
か
っ

た
可
能
性
は
あ
る
。

（
75
）　

前
掲
表
５
に
示
し
た
昭
和
三
十
四
年
四
月
時
点
に
お
け
る
田
島
炭
鉱
従
業
員

数
一
三
〇
名
と
離
職
金
受
給
者
数
と
が
平
仄
し
な
い
の
だ
が
、
こ
の
点
は
不
明

で
あ
る
。

（
76
）　

石
炭
鉱
業
整
備
事
業
団
九
州
支
部
「
事
業
団
買
収
炭
鉱
離
職
者
名
簿
（
福
岡

地
区
）」（
九
州
大
学
付
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
所
蔵
）に
よ
る
。と
こ
ろ
で
、
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こ
の
名
簿
は
そ
の
内
容
か
ら
し
て「
離
職
金
を
受
け
取
る
べ
き
労
働
者
の
氏
名
・

平
均
賃
金
・
解
雇
の
日
・
連
絡
先
・
離
職
後
の
計
画
等
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
」（『
団
史
』
三
二
三
頁
）
離
職
金
支
払
申
請
書
を
基
礎
に
作
成
さ
れ
て

い
る
と
見
て
よ
い
。
且
つ
、
同
申
請
書
は
売
買
契
約
締
結
日
か
ら
七
五
日
以
内

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
ほ
ぼ
閉
山
直

後
の
離
職
労
働
者
の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
77
）　
『
別
府
の
あ
ゆ
み
』
二
三
頁
。

（
78
）　
「
炭
住
は･･････

点
在
し
て
い
た
。
十
二
間
長
屋
と
も
呼
ん
で
い
た
。」（
同

前
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
79
）　

技
術
系
の
職
員
を
中
心
に
し
て
、
何
名
か
は
出
光
興
産
系
の
企
業
に
再
就
職

し
た
、
と
言
う
証
言
も
あ
る
が
（「
別
府
の
「
記
憶
」」）、
こ
れ
が
豊
福
炭
鉱
の

閉
山
期
の
こ
と
な
の
か
、田
島
炭
鉱
の
閉
山
期
の
こ
と
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
80
）　
『
団
史
』
三
二
五
頁
。
契
約
締
結
を
待
た
ず
に
解
雇
さ
れ
た
従
業
員
は
、
離

職
金
を
受
給
さ
れ
な
い
と
い
う
不
利
益
を
被
る
こ
と
に
な
り
、
大
き
な
問
題
と

な
っ
た
。

（
81
）　

伊
藤
勝
正
『
炭
塵
と
と
も
に
─
宇
部
炭
田
物
語
─
』
ウ
ベ
ニ
チ
新
聞
社
、
昭

和
四
十
五
年
十
二
月
、
三
二
三
頁
。

（
82
）　
『
自
治
産
業
史
─
郷
土
の
人
物
と
沿
革
─
』
四
八
頁
。
尚
、
同
書
で
は
「
伊

藤
工
業
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
思
い
出
』
の
中
に
は
「
伊
藤
鉱
業
」
と
あ
り
、

同
氏
の
経
歴
か
ら
言
っ
て
も
「
鉱
業
」
会
社
が
相
応
し
い
と
判
断
し
た
。
し
か

し
、
同
社
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
の
処
全
く
不
明
で
あ
る
。
又
、
三
戸
章
の
諸

活
動
に
つ
い
て
は
『
思
い
出
』
中
の
記
述
に
依
拠
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
厚
南

村
が
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
こ
と
は
、『
炭
塵
と
と
も
に
』
三
二
三
頁
。

（
83
）　
『
思
い
出
』
十
六
頁
。

（
84
）　
『
炭
塵
と
と
も
に
』
三
二
三
頁
。

（
85
）　

百
年
史
編
纂
委
員
会
『
宇
部
興
産
創
業
百
年
史
』
宇
部
興
産
株
式
会
社
、
平

成
十
年
六
月
、
一
二
七
頁
、
及
び
久
保
重
治
『
本
山
炭
鉱
史
』
出
版
者
不
明
、

昭
和
三
十
八
年
、
七
頁
。

（
86
）　
『
宇
部
興
産
創
業
百
年
史
』一
二
七
頁
、及
び『
本
山
炭
鉱
史
』十
四
頁
。尚
、『
本

山
炭
鉱
史
』
に
よ
れ
ば
、
宇
部
礦
業
自
体
が
宇
部
興
産
に
買
収
さ
れ
た
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
点
は
確
認
で
き
な
い
。

（
87
）　
『
炭
塵
と
と
も
に
』
三
三
一
頁
。

（
88
）　

同
前
、
三
四
五
、三
五
三
頁
。

（
89
）　

三
戸
章
は
本
山
炭
鉱
時
代
に
伊
藤
勝
正
（
伊
藤
鉱
業
）
の
知
遇
を
得
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
伊
藤
は
三
戸
に
関
し
て
「
後
年
私
が
炭
鉱
経
営

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
三
戸
氏
も
河
本
氏
も
福
崎
氏
も
そ
れ
ぞ
れ
に
有
利

な
わ
が
職
場
を
捨
て
て
私
の
炭
鉱
に
参
加
し
て
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
こ

と
は
い
ま
さ
ら
な
が
ら
あ
り
が
た
く
感
激
に
堪
え
な
い
」（『
炭
塵
と
と
も
に
』

三
四
五
頁
）
と
言
っ
て
い
る
。
但
し
、
こ
こ
で
の
「
わ
が
職
場
」
と
い
う
の
が

何
を
指
し
て
い
る
の
か
は
正
確
に
は
判
ら
な
い
。

（
90
）　
『
思
い
出
』
二
三
頁
。

（
91
）　

同
前
、二
三
頁
。
同
社
が
不
渡
手
形
を
出
し
た
か
否
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、

伊
藤
は
「
私
の
不
敏
不
才
は
こ
れ
ら
の
好
意
や
期
待
を
裏
切
っ
て
わ
が
事
業
を

放
棄
し
、恥
を
万
代
に
残
す
結
果
と
な
っ
た
」（『
炭
塵
と
と
も
に
』
三
四
五
頁
）

と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
事
業
が
破
綻
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
92
）　

同
前
、
二
四
頁
。

（
93
）　

前
掲
、『
広
島
通
商
産
業
局
管
内
鉱
区
一
覧
』。
尚
、
同
炭
鉱
の
所
在
地
は
小

野
田
市
（
現
山
陽
小
野
田
市
）
で
あ
る
。
又
、
同
鉱
の
鉱
業
権
の
移
転
に
つ
い
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て
は
『
炭
塵
と
と
も
に
』
三
五
四
頁
を
参
照
。

（
94
）　
『
思
い
出
』
二
五
頁
。

（
95
）　

同
前
、
三
二
頁
。

（
96
）　

同
前
、
三
八
頁
。

（
97
）　
「
鉱
区
一
覧
」。
但
し
、
同
鉱
区
に
お
い
て
実
際
に
石
炭
を
採
掘
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
を
示
す
資
料
は
未
見
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
採
掘
し
な
い
ま
ま
に

終
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
98
）　

広
島
通
商
産
業
局
鉱
山
部
『
広
島
通
商
産
業
局
管
内
鉱
区
一
覧
』
昭
和

二
十
九
年
。
尚
、
同
書
の
昭
和
二
十
七
年
版
に
は
鉱
業
権
者
と
し
て
三
戸
章
の

名
前
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
99
）　

坂
根
鉱
山
に
関
し
て
は
、
鹿
野
町
誌
編
纂
委
員
会
『
鹿
野
町
誌
』
鹿
野
町
役

場　

昭
和
四
十
五
年
一
月
、
一
六
九
～
一
七
一
頁
、
及
び
鹿
野
町
誌
編
纂
委
員

会
『
鹿
野
町
誌　

増
補
改
訂
版
』
鹿
野
町　

平
成
三
年
七
月
、
六
一
五
～
六
頁

を
参
照
。

（
100
）　
『
思
い
出
』
三
九
頁
。

（
101
）　

長
崎
県
の
石
炭
鉱
区
も
昭
和
三
十
四
年
四
月
時
点
で
は
、
既
に
手
放
し
て
い

る
（「
鉱
区
一
覧
」）。

（
102
）　
『
思
い
出
』
三
五
頁
、『
自
治
産
業
史
』
四
八
頁
。

（
103
）　
『
思
い
出
』
三
五
頁
。
同
書
で
は
「
二
ヶ
月
も
た
た
ぬ
中
に
、
情
勢
が
悪
く 

な
り
、
あ
ち
こ
ち
の
土
地
を
手
離
す
や
ら
売
却
の
段
取
を
す
る
や
ら
、
一
生
懸

命
走
り
廻
っ
て
や
っ
と
片
付
い
た
」
が
、
結
局
は
「
西
日
本
石
油
株
式
会
社
を

売
却
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、
漸
く
大
阪
の
知
人
に
引
取
っ
て
貰
う
こ
と

に
な
り････

」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
様
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
人
的
関

係
に
よ
っ
て
事
業
の
継
続
を
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
尚
、
昭
和

四
十
年
三
月
現
在
の
西
日
本
石
油
に
つ
い
て
は
「
営
業
種
目
：
廃
油
再
生
業
・

絶
縁
油
・
潤
滑
油
再
生
販
売
業　

名
称
：
西
日
本
石
油
株
式
会
社　

代
表
者
氏

名
：
三
戸
章　

所
在
地
：
荒
津
町
一
二　

電
話
：
七
五

−

九
三
五
四　

従
業
員
：

九
〇　

資
本
金（
万
円
）：
八
〇
〇　

取
引
銀
行
：
福
岡
本
店
・
三
和
天
神
町
」（
池

見
茂
隆
『
昭
和
四
十
年　

福
岡
商
工
名
鑑
』
福
岡
商
工
会
議
所　

昭
和
四
十
年

五
月
）
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
昭
和
四
十
年
時
点
で
は
同
社
は
三
戸
章
の
経
営

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
又
、
自
動
車
学
校
の
開
校
は
、
昭
和
三
十
六

（
一
九
六
一
）
年
と
な
っ
て
い
る
（『
思
い
出
』
五
一
頁
）。

（
104
）　

こ
れ
ら
の
資
料
は
佐
賀
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
同
館
「
古
文
書

目
録
検
索　

塚
原
嘉
一
郎
関
係
資
料
」）
が
、
非
公
開
扱
い
と
さ
れ
て
内
容
を

確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

（
105
）　

塚
原
の
戦
後
の
経
歴
は
は
っ
き
り
し
な
い
の
だ
が
、「
戦
後
も
福
岡
県
苅
田

炭
坑
、
長
崎
県
高
島
炭
坑
等
に
関
わ
り
続
け
た
」（
石
橋
道
秀
他
「
秋
山
家
書

簡
の
紹
介
」（
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
『
研
究
紀
要
』
第

六
号
、
平
成
二
十
四
年
三
月
、
所
収
）
八
七
頁
）
と
言
わ
れ
て
お
り
、
炭
鉱
経

営
に
関
わ
っ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
非
公
開
扱
い
の
佐
賀
県
立
図
書
館

所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
が
進
め
ば
、
塚
原
の
戦
後
の
活
動
も
明
ら
か
に
な
る
だ

ろ
う
。

（
106
）　
『
自
治
産
業
史
』
四
八
頁
。

（
107
）　

三
戸
章
は「
三
戸
興
産
社
長
と
し
て
各
種
事
業
の
多
角
経
営
で
成
果
を
あ
げ
、

山
口
県
人
、
と
く
に
宇
部
人
の
面
倒
を
見
る
こ
と
は
定
評
の
あ
る
人
で
あ
る
」

（『
炭
塵
と
と
も
に
』
三
二
三
頁
）
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
108
）　

但
し
、
彼
の
炭
鉱
経
営
が
後
の
事
業
展
開
の
上
で
、
資
金
的
に
ど
こ
ま
で
役

だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
経
営
資
料
が
な
い
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た
め
に
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
109
）　

マ
イ
マ
イ
・
グ
ル
ー
プ
の
関
連
企
業
は
、
マ
イ
マ
イ
株
式
会
社
（
自
動
車
学

校
）、三
戸
興
産
株
式
会
社（
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
）、株
式
会
社
サ
ン
ド
ア
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
（
不
動
産
管
理
）、
有
限
会
社
三
戸
不
動
産
、
マ
イ
マ
イ
ビ
ル
管
理
株

式
会
社
、
堀
川
観
光
バ
ス
株
式
会
社
の
六
社
で
あ
る
（「
マ
イ
マ
イ
ス
ク
ー
ル
：

会
社
紹
介
」http://w

w
w

.m
ym

y.co.jp/co/

）［2012-12-03

］。

尚
、
参
考
文
献
に
つ
い
て
、『
年
鑑
』『
年
報
』
等
定
期
的
に
刊
行
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
類
は
、
年
版
等
を
明
示
し
て
発
行
年
月
を
省
略
し
た
。

　
　
【
直
接
参
照
・
利
用
し
た
文
献
・
資
料
】

池
高
朗
『
広
島
商
工
局
管
内
鉱
区
一
覧
』
昭
和
二
十
三
年
三
月
一
日
現
在

池
見
茂
隆
『
昭
和
四
十
年　

福
岡
商
工
名
鑑
』
福
岡
商
工
会
議
所　

昭
和
四
十
年
五
月

石
橋
道
秀
他
「
秋
山
家
書
簡
の
紹
介
」（
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

『
研
究
紀
要
』
第
六
号
）
平
成
二
十
四
年
三
月

伊
藤
勝
正
『
炭
塵
と
と
も
に
―
宇
部
炭
田
物
語
―
』
ウ
ベ
ニ
チ
新
聞
社　

昭
和

四
十
五
年
十
二
月

（
金
堀
重
兵
衛
）『
草
ヶ
江
本
町
会
館
』（
私
家
版
）
作
製
年
月
不
詳

鹿
野
町
誌
編
纂
委
員
会
『
鹿
野
町
誌
』
鹿
野
町
役
場　

昭
和
四
十
五
年
一
月

鹿
野
町
誌
編
纂
委
員
会
『
鹿
野
町
誌　

増
補
改
訂
版
』
鹿
野
町　

平
成
三
年
七
月

北
岡
鉄
雄
『
福
岡
商
工
名
鑑
一
九
四
九
』
福
岡
商
工
会
議
所　

昭
和
二
十
四
年
五
月

九
州
石
炭
鉱
業
協
会
『
九
州
石
炭
統
計
年
鑑
』
九
州
石
炭
鉱
業
協
会　

各
年
度

九
州
電
力
株
式
会
社
『
九
州
地
方
電
気
事
業
史
』
九
州
電
力
株
式
会
社　

二
〇
〇
七

（
平
成
十
九
）
年
七
月

久
保
重
治
『
本
山
炭
鉱
史
』
出
版
社
不
明
、
昭
和
三
十
八
年

石
炭
鉱
業
合
理
化
事
業
団
「
買
収
炭
鉱
明
細
表
」
昭
和
三
十
七
年
四
月
三
十
日
現
在

石
炭
鉱
業
合
理
化
事
業
団
『
団
史　

整
備
編
』　

石
炭
鉱
業
合
理
化
事
業
団　

昭
和

四
十
年
十
月

石
炭
鉱
業
整
備
事
業
団
九
州
支
部
「
事
業
団
買
収
炭
鉱
離
職
者
名
簿
（
福
岡
地
区
）」

作
製
年
月
不
詳

大
同
通
信
社
（
倉
本
肇
）『
石
炭
年
鑑
』
大
同
通
信
社　

各
年

通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
『
本
邦
鉱
業
の
趨
勢
』
各
年
版

通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
『
全
国
炭
鉱
要
覧　

昭
和
三
十
三
年
三
月
末
』
石

炭
通
信
社　

昭
和
三
十
三
年
九
月

日
本
国
有
鉄
道
西
部
支
社
『
鉄
道
統
計
年
報
』
各
年
度
（
三
十
一
年
度
〜
）

日
本
石
炭
協
会
九
州
支
部
『
九
州
石
炭
統
計
年
鑑
』
日
本
石
炭
協
会
九
州
支
部　

各

年
度
（
二
十
五
・
二
十
六
年
度
〜
）

日
本
発
送
電
株
式
会
社
「
石
炭
受
入
消
費
貯
炭
量
発
電
所
別
月
別
明
細
表
」

服
部
義
彦
『
石
炭
労
働
年
鑑　

昭
和
三
十
三
年
度
』
日
本
石
炭
鉱
業
経
営
者
協
議
会

　

昭
和
三
十
三
年
十
二
月

原
田
種
夫
『
武
内
礼
蔵
翁
伝
』
武
内
礼
蔵
翁
伝
刊
行
委
員
会　

昭
和
五
十
六
年
二
月

百
年
史
編
纂
委
員
会
『
宇
部
興
産
創
業
百
年
史
』
宇
部
興
産
株
式
会
社　

平
成
十
年

六
月

広
島
通
商
産
業
局
鉱
山
部
『
広
島
通
商
産
業
局
管
内
鉱
区
一
覧
』
昭
和

二
十
六
、二
十
七
，
二
十
九
年

福
岡
県
商
工
要
覧
刊
行
委
員
会
『
福
岡
県
商
工
要
覧
』
福
岡
県
・
福
岡
県
商
工
会
議

所
連
合
会　

昭
和
三
十
五
年
三
月
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福
岡
市
総
務
局
統
計
課
『
平
成
二
十
三
年
福
岡
市
統
計
書
』
福
岡
市
役
所

（
福
岡
市
別
府
公
民
館
）『
別
府
の
あ
ゆ
み
―
福
岡
市
別
府
公
民
館
創
立
四
十
周
年
記

念
誌
―
』
福
岡
市
別
府
公
民
館　

平
成
十
六
年
十
月

福
岡
市
役
所
『
福
岡
市
史　

第
七
巻
昭
和
編
後
編
（
三
）』
福
岡
市
役
所　

昭
和

四
十
九
年
五
月

福
岡
市
役
所
総
務
課
『
福
岡
市
々
勢
要
覧　

昭
和
二
十
七
年
』
福
岡
市
役
所　

昭
和

二
十
八
年
三
月

福
岡
商
工
局
『
福
岡
商
工
局
福
岡
石
炭
局
管
内
鉱
区
一
覧
』
昭
和
二
十
三
年
七
月
一

日
現
在

福
岡
通
商
産
業
局
『
昭
和
二
十
九
年
三
月　

九
州
炭
鉱
名
簿
』
九
州
商
工
研
究
会　

昭
和
二
十
九
年
三
月

福
岡
通
商
産
業
局
『
全
九
州
鉱
工
業
者
名
鑑
』
九
州
商
工
会
議
所
連
合
会　

昭
和

二
十
九
年
六
月

松
本
昭
人
『
自
治
産
業
史
―
郷
土
の
人
物
と
沿
革
―
』
人
事
通
信
社　

昭
和
四
十
九

年
七
月

三
戸
婦
美
『
思
い
出
』（
私
家
版
）　

平
成
十
二
年
五
月

門
司
鉄
道
管
理
局
『
鉄
道
統
計
年
報
』
各
年
度

山
本
要
三
郎
『
日
本
経
済
産
業
名
鑑　

一
九
五
四
』
日
本
経
済
新
報
社　

昭
和

二
十
九
年
一
月

渡
辺
降
吉
『
昭
和
二
十
八
年
度
帝
国
信
用
録
地
方
版
』
帝
国
商
工
会　

昭
和
二
十
八

年
三
月

渡
辺
降
吉
『
昭
和
三
十
年
度
帝
国
信
用
録
地
方
版
』
帝
国
商
工
会　

昭
和
三
十
年
三
月

作
成
者
不
詳
『
九
州
時
代
別
炭
鉱
名
簿
』
作
製
年
月
不
詳

株
式
会
社
マ
イ
マ
イ
「
マ
イ
マ
イ
ス
ク
ー
ル
：
会
社
紹
介
」（http://w

w
w

.

m
ym

y.co.jp/co/

）

国
土
地
理
院
「
空
中
写
真
」（
Ｍ
25
︱
124
）（http://archive.gsi.go.jp/airphoto/

V
iew

PhotoServlet?w
orknam

e=
U

SA
&

courseno=
M

25&
photo

no=124

）

田
中
直
樹
・
山
根
良
夫
「
鉱
業
関
係
デ
ー
タ
サ
イ
ト
」（http://w

w
w

.yam
ane-

data.jp/index.htm
l

）

日
本
鉱
業
会
「
日
本
鉱
業
会
誌
」

福
岡
鉱
山
監
督
署
『
福
岡
鉱
山
監
督
署
管
内
鉱
区
一
覧
』

農
商
務
省
鉱
山
局
『
福
岡
鉱
務
署
管
内
鉱
区
一
覧
』

福
岡
通
商
産
業
局
『
福
岡
通
商
産
業
局
管
内
鉱
区
一
覧
』

西
日
本
新
聞
社
『
西
日
本
新
聞
』




